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建設水道委員会記録 
 

○開催日時 

平成２８年３月１４日 午前１０時分～午後３時６分 

───────────────────────────────────────── 

○開催場所 

第３委員会室 

───────────────────────────────────────── 

○出席委員（６人）

   委 員 長  宮 里 兼 実 

   副委員長  下 園 政 喜 

   委  員  川 畑 善 照 

委  員  大田黒   博 

委  員  新 原 春 二 

委  員  谷 津 由 尚 

───────────────────────────────────────── 

○その他の議員

   議  員  杉 薗 道 朗 議  員  持 原 秀 行 

───────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

   建 設 部 長  泊   正 人 

   建 設 政 策 課 長  須 田 徳 二 

専 門 職  冨 田   守   

建 設 整 備 課 長  吉 川 正 紀 

   建 設 維 持 課 長  永 田 一 朗 

    主幹兼建設管理グループ長  城之下   誠 

都 市 計 画 課 長  山 村 昭一郎 

区 画 整 理 課 長  川 畑   稔 

入来区画整理推進室長  引 地 明 吉 

温泉場地区グループ長  納   昌一郎 

建 築 住 宅 課 長  福 島 和 朗 

 主幹兼建築グループ長  藤 井 孝 彦 

 主幹兼建築指導グループ長  大 園 厚 彦 

   

───────────────────────────────────────── 

○事務局職員 

   議 会 事 務 局 長  田 上 正 洋 主       幹  久 米 道 秋 

───────────────────────────────────────── 
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○審査事件等 

審  査  事  件  等 所 管 課 

議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

建 設 政 策 課 

議案第５５号 薩摩川内市普通公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第５６号 財産の無償譲渡について 

議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

建 設 整 備 課 

議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

建 設 維 持 課 

議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

都 市 計 画 課 

議案第５７号 薩摩川内都市計画事業天辰第二地区土地区画整理事業施行条例の制定について 

議案第６５号 平成２７年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補正予算 

議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第７７号 平成２８年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業特別会計予算 

議案第７８号 平成２８年度薩摩川内市天辰第二地区土地区画整理事業特別会計予算 

議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

区 画 整 理 課 

議案第６６号 平成２７年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計補正予算 

議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第７９号 平成２８年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計予算 

議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

入来区画整理推進室 

議案第５８号 薩摩川内市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第５９号 薩摩川内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６０号 薩摩川内市建築審査会条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算 

議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算 

（所管事務調査） 

建 築 住 宅 課 

───────────────────────────────────────── 
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△開  会 

○委員長（宮里兼実）ただいまから、建設水道委

員会を開会いたします。 

 本委員会は、本日と明後日の二日間、審査を行い

ますが、本日は、お手元に配付の審査日程のうち、

建設部から審査を進めることとし、おおむね区画整

理課まで審査を進めることにしたいと思いますが、

進捗状況によって、残りの課所の審査を進めたいと

思います。 

 また、明後日は、水道局の審査から再開し、その

後、建設部の残りの課所の審査に入りたいと思いま

す。 

 ついては、そのように審査を進めることに、御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、そのように審査を進めます。 

 ここで、傍聴の取り扱いについて、申し上げます。 

 現在のところ、傍聴の申し出はありませんが、会

議の途中で傍聴の申し出がある場合は、委員長にお

いて、随時許可します。 

────────────── 

△建設政策課の審査 

○委員長（宮里兼実）それでは、建設政策課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）まず、議案第６１号平成２

７年度薩摩川内市一般会計補正予算を議題としま

す。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）おはようございま

す。建設政策課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第６１号平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算のうち、建設政策課分について御

説明いたします。 

 予算に関する説明書（第８回補正）の１１ページ

をお開きください。 

 ２款１項１３目地籍調査費において２２万１,０

００円を増額し、補正後の額を７,６９１万１,００

０円とするものであります。 

 補正の内容でありますが、本会議において説明が

ありましたとおり、国家公務員の給与に関する法律

の一部改正に伴う本市の給与に関する条例等の一

部改正にあわせて人件費を補正要求するものであ

ります。 

 次に、３０ページをお開きください。 

 ８款１項１目土木総務費において１７７万６,０

００円を増額し、補正後の額を２億８,０５２万６,

０００円とするものであります。 

 補正の内容につきましては、先ほどと同様であり

ます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

○委員（新原春二）地籍調査事務がもう数が少な

いんですけれども、計上されておりますけれども、

この地籍調査については数年ずっとあるんですか

ね。もう一定程度、現在の地籍調査が終わった段階

で事務が終結をすると思うんですけど、ずっともう

地籍調査の関係については事務はあるわけですか

ね。 

○建設政策課長（須田徳二）地籍調査につきま

しては、平成２７年度で数値化は済んだんですけれ

ども、地図訂正とか、そういったやつが過去に地籍

調査業務が終わった箇所で地図訂正が発生してま

いります。いろんな分筆とか、いろんなのをされる

ときにおかしいんじゃないかとかっていうのなん

かが出てきて、それの地図訂正等がありますので、

地籍調査業務というのは一定程度残っていくだろ

うということで、それに関する人件費、これは人件

費分なんですけれども、１名分の人件費が当分の間

は続いていくだろうと考えております。 

○委員（新原春二）次期の地籍調査ちゅうのは、

もう見通せないと思うんですけれども、これがずっ

といくちゅうんなら、国のほうからその助成ちゅう

か、補助金があるわけですかね。全く単独の、市単

独の予算でずっとそういう地図訂正なんかも含め

てやっていかざるを得ないちゅうことになるんで

すかね。 

○建設政策課長（須田徳二）もう地図訂正につ

いては、もう一般の単独費でやっていくということ

になります。 

 以上です。 

○委員（新原春二）次の地籍調査ちゅうのは、も

う全然見通せないわけですよね。もう今言っている

平成２７年で、もう終わるんですけど。もうそれが
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ほとんど確定をして、例えば国勢調査みたいに何年

置きの地籍調査ちゅうのはないわけで、将来的な展

望ちゅうのはどうなんですかね。 

○建設政策課長（須田徳二）地籍調査業務につ

いては、薩摩川内市は、今回入来が最後で全部終了

ということになっております。そういう関係で国庫

補助でやる地籍調査、国土調査法に基づくやつはも

う一切終わりということで。今やっているのは、そ

ういった調査の中でどうしても修正、そういった間

違い－間違いと言えばあれですけど、修正が出て

くるというようなものをどこの自治体でもそうい

った修正については、もう単独費で対応していると

いう実情です。 

 里とか樋脇地区が過去にされてて、ちょっと精度

が悪いということで、もう一回直すという話なんか

もあったんでしょうけど、それにはもう億単位のお

金がかかるということで、あと国交省のほうとして

もそういった全国的に地籍調査がまだ進んでない

ところも多くて、そういったところに補助事業をあ

てるというのは、ちょっと国のほうも今のところ考

えていないということです。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかにないで

すか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号一般会計補正予算の審査を

一時中止します。 

────────────── 

△議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第７０号平成２

８年度薩摩川内市一般会計予算を議題といたしま

す。 

 部長に概要説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）おはようございます。

それでは、建設部の審査のほう、本日よろしくお願

いを申し上げます。 

 まず、建設政策課の平成２８年度当初予算の概要

でございますけれども、建設政策課におきましては、

歳出総額で３億３,０９４万円を措置をいたしてお

ります。部の総括課ということで、部内職員の給与

が主なものでございますけれども、川内川市街部改

修事業、南西回り自動車道の整備、藺牟田瀬戸架橋

の整備といったように、国県事業の建設促進に係る

要望活動や期成会あるいは協議会への負担金など

も措置をさせていただいているところでございま

す。 

 南九州西回り自動車道におきましては、昨年、念

願でありました阿久根─川内間が本格的に事業化

され、測量に入っておりますが、平成２８年度も詳

細測量、詳細設計に入って、一日でも早く用地買収

に入れればということで、建設政策課のほうが窓口

になって進めているところでございます。 

 藺牟田瀬戸架橋につきましては、県の事業であり

ますけれども、夏以降１４基全ての橋脚が姿をあら

わしてくるだろうということで、いよいよ上部工が

本格的な工事に入ります。これまでしけなどで大変

工事の工程に支障を来しておりましたけれども、上

部工ということで、大分その辺の影響が減ってくる

ということで、これまで以上に工事の進捗が早まり、

３０年度末の供用開始に向けて県と一体となって

進めてまいりたいというふうに思っております。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明がござ

いますので、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）次に、当局に補足説明を求

めます。 

○建設政策課長（須田徳二）それでは、議案第

７０号平成２８年度薩摩川内市一般会計予算のう

ち建設政策課分について御説明いたします。 

 建設政策課の平成２８年度の予算につきまして

は、例年どおり用地関係予算において、地籍調査事

務に係る経費と、所有権移転登記並びに過去の未登

記の回収に係る経費を、また土木行政関係予算にお

いて、職員給や国県事業に係ります建設促進期成会

等への負担金等のほか、各種要望活動並びに関係機

関、団体との協議、調整に係ります経費を計上して

おります。 

 それでは、歳出から御説明いたしますので別冊と

なっております予算調書の１９２ページをお開き

ください。 

 上段の２款１項１３目地籍調査費の事項、地籍調

査事務費１,３３１万６,０００円は、地籍調査業務

に係る職員給与費など、一般管理費及び地籍図の修

整等に係る経費であります。 

 経費の主なものは、右の欄記載のとおり、一般職

１名分の人件費並びに地籍図の修整業務委託等で
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あります。 

 次に、下段の事項、用地管理事務費６,０４７万

３,０００円は、用地買収に伴う所有権移転登記並

びに過去の未登記関係の解消業務に係る経費であ

ります。 

 経費の主なものは、右の欄記載のとおり、登記事

務を行う嘱託員１４名の報酬、一般職３名分の人件

費並びに公共嘱託登記等業務委託費であります。 

 次に、１９３ページをお開きください。 

 上段の８款１項１目土木総務費の事項、土木総務

費２億５,３８４万８,０００円は、土木行政に係る

職員給与費などの一般管理経費並びに国県道の整

備促進に係る経費であります。 

 経費の主なものは右の欄記載のとおり、一般職３

０名分の人件費並びに関係団体であります九州国

道協会等の各種協会、協議会、期成会などへの負担

金等９件であります。 

 次に、下段の８款３項１目河川総務費の事項、河

川管理費２１３万円は、川内川改修事業建設促進に

関する関係機関との協議調整や要望活動等に係る

経費であります。 

 経費の主なものは、右の欄記載のとおり、川内川

下流改修促進期成会への負担金及び川内市街部改

修促進期成会への補助金であります。 

 続きまして、１９４ページをお開きください。 

 上段の８項４項１目港湾総務費の事項、港湾総務

費４８万９,０００円は、港湾整備促進に関する関

係機関との協議調整や要望活動に係る経費であり

ます。 

 経費の主なものは右の欄記載のとおり日本港湾

協会並びに鹿児島県港湾協会など関係団体への負

担金３件であります。 

 続きまして、下段の８款５項１目都市計画総務費

の事項、南九州西回り自動車道建設促進事業費６８

万６,０００円は、南九州西回り自動車道建設促進

に関する関係機関との協議調整や要望活動に係る

経費であります。 

 経費の主なものは、右の欄記載のとおり、南九州

西回り自動車道建設促進期成会及び鹿児島県高規

格幹線道路建設促進協議会への負担金並びに南九

州西回り自動車道阿久根川内道路建設促進協力会

への負担金であります。 

 次に、歳入について御説明いたしますので、前に

戻っていただき、予算調書の５４ページをお開きく

ださい。 

 １４款２項１目手数料の７８万円は、地籍調査の

成果である一筆座標、多角点座標等の地籍成果品交

付手数料であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第７０号にかかわる審査を一時中止

します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行い

ます。 

 当局に説明を求めます。 

○建設政策課長（須田徳二）それでは、資料は

準備しておりませんが、２点ほど報告いたします。 

 まず１点目は、南九州西回り自動車道の開通状況

について御報告いたします。 

 本年度は、出水阿久根道路の野田インターチェン

ジから阿久根北インターチェンジ間と芦北出水道

路の芦北インターチェンジから津奈木インターチ

ェンジ間に区間が開通する予定となっておりまし

たが、野田インターチェンジから阿久根北インター

チェンジ間４キロメートルにつきましては、昨年１

２月１９日に、また芦北インターチェンジから津奈

木インターチェンジ間７.７キロメートルにつきま

しては、先月２７日に既に開通いたしました。 

 この芦北─津奈木間の開通によりまして、津奈木

から八代までの所要時間が８分短縮され、現在の５

２分から４４分になっております。 

 来年度以降の開通予定でありますが、来年度が出

水阿久根道路の高尾野インターチェンジから野田

インターチェンジ間、平成２９年度が出水インター

チェンジから高尾野インターチェンジ間、平成３０

年度が芦北出水道路の津奈木インターチェンジか

ら水俣インターチェンジ間がそれぞれ開通するこ

ととなっております。 

 南九州西回り自動車については以上です。 

 次に、２点目でありますが、先月２４日の議員全
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員協議会でも説明いたしました川内原子力発電所

迂回道路建設計画についてであります。 

 今回、九州電力から申し出のありました迂回道路

計画につきましては、これまでも発電所関連の車両

等の交通安全対策や避難道路対策としまして、九州

電力に要請してきておりました。この迂回道路が完

成しますと、寄田、滄浪地区の避難ルートが複数選

択できるようになるとともに、万一、原子力災害が

発生した場合は、発電所への事故対応車両等の進入

も円滑になるなど、原子力避難計画の充実に大きく

つながるものと考えております。 

 また、滄浪地区の課題でもあります発電所周辺の

交通安全の確保や発電所関連の大型車両の騒音、排

気ガス等の地域への影響も解消されることとなり

ます。 

 九州電力から申し出のありました先月１５日か

ら今日までの対応でありますが、２月２５日に寄田

地区コミュニティ、２６日に滄浪地区コミュニティ

の会長ほか役員の方々へ、それぞれ迂回道路の概要

説明と今後４月に予定しております地元説明会へ

の協力をお願いしたところであります。 

 今後でありますが、４月９日土曜日、滄浪地区、

４月１０日日曜日、寄田地区の地元説明会を開催す

る予定としております。できるだけ早い時期に地権

者への土地立ち入りの承諾も得ることとしており

ます。 

 また、３月中には、県・市・九州電力の三者で協

議し、本迂回道路建設計画が円滑に進められるよう

三者の協力を確認するための覚書も取り交わすこ

ととしております。 

 九州電力は、４月下旬には現地に入り、地質調査、

現地測量に着手し、１年半程度かけて道路設計がで

きた後、用地買収、工事へ入っていく予定としてお

りますが、完成の時期については今のところ未定で

あります。 

 市としましては、この迂回道路が地域住民の御理

解のもと、一日も早く完成するよう、地元調整、用

地交渉、関係法手続等に積極的に協力していきたい

と考えております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これを含めて所管事務全般について質疑

に入ります。御質疑願います。 

○委員（川畑善照）ただいま九州電力の道路のこ

とが出ましたけれども、これは、九州電力のほうか

ら話があってだろうと思うんですが。抜本的に考え

たときに、あのちょっと図も見せていただきました

が、要は、河口大橋のどっかあの辺につなぐような

ふうなんですけれども、現実的にその道路延長する

考えはないのかということ。 

 例えば、高江の小野仙右衛門の向こうとか、ある

いはその市街地に近い高江のわかまつ園の裏を測

量があったということも聞いてるんですが、これ県

と九州電力と市との話し合いちゃ、どのようになっ

ているのか。そこをお知らせください。 

○建設部長（泊 正人）ただいま川畑委員のほ

うから県道４３号川内串木野線の話も出ましたが、

九州電力から申し出のありました迂回路は全く久

見崎の森満議員さんのあの付近から展示館のあの

区間のつけかえという考え方ですので、県道４３号

の整備とは全く切り離した考え方で。県道４３号に

ついては、現在も県のほうで整備を進めてもらって

おりまして、長崎堤防からわかまつ園の裏を通って

八間川を渡って高江インターのところにというの

は高江工区ということで事業化されておりますの

で、それについては今後、詳細設計、用地交渉、実

施という形になっていくということですので、全く

課長からありました迂回路道路とは切り離してい

ただいたほうが整理がつくと思います。 

○委員（川畑善照）今、部長から話がありました

けれども、切り離して考えた場合においても、現実

に西日本興産ですか、あの辺は低いんですよね。で

すから、どうしてももう今でしなければ、例えば、

住宅でももしできてきた、ないとは思うんですけれ

ども、できてきた場合に、買収が相当額上がると思

うんです。ですから、何か今で避難道路的なことも

考えて県や国と相談されてできてたら、やはりそれ

と結ぶ形が、いずれどうなるかわかりませんが、声

は上げていったほうがいいんじゃないかなと思い

ますので、これは意見として申し上げておきます。 

○委員（新原春二）同じく迂回路の関係で、迂回

路については問題ないんですけれども、まだ設計ま

できてない段階ですが、説明の段階で、今の４３号

線の原子力発電所の前を通る道路のつけかえとい

いますか、迂回路について４３号にするのか、原子

力発電所のあの周辺については、もう九州電力に払

い下げをするとかいう話もちょこっと聞いたこと

あるんですけど、そこ辺の今説明の中ではそこまで

きてるんですかね。 
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○建設部長（泊 正人）当然、現在の原子力発

電所が見える、あの部分については九州電力のもの

にして、新しくできるものを九州電力が買収をして

道路をつくったものを県道とすると。ただ、河口大

橋付近から浜の茶屋のちょっと先ぐらい、まだはっ

きりわからないんですけども、そのあたりまでは市

道として市が引き受けることになっていくんだろ

うというふうに思います。 

○委員（大田黒 博）毎回、大村報徳学園の下の

件なんですが、冨田専門職もおられますので、考え

方を。あそこが今私のところにちょっと苦情といい

ますか、大村報徳学園の先生方からありまして、ち

ょうど狭くなっているところが幅四、五十センチぐ

らいで１０メーターぐらいずっと水がたまってる

んですよ。少し陥没してるんですよね。 

 整備課あたり、県道ですので、上からその境があ

りますよね。そこが陥没してるので、どうにかして

くださいということなんですけれども。そういうと

きには、その地権者の方のところに食い込んでる可

能性もあるし、確認をとりながらやらなきゃならな

いものであれば、その地権者の方に確認をしながら

ちゅう一つの広くなる手だてじゃないのかなと思

ったりもしたんですけれども。とにかく水が、子ど

もたちがかぶると、登下校のときに。そのときに中

央を通って子どもが通学するということで大変危

険ですちゅうことであったんですけれども、考え方

とすれば、どのような方法で進められることができ

るんでしょうかね。 

○専門職（冨田 守）前回の委員会でもあそこの

迂回路のことで大田黒議員のほうから質問があり

ました。 

 私が今回退職するということで、前回、もう一回

接触をしますちゅうことで、２月に手紙を出しまし

た。前回申しましたが、住まいのマンションがオー

トでセキュリティが入ってまして玄関で入れない

んです、中に入れないんです。そこでモニターがあ

るんですが、何回かしても出られないもんですから、

一応手紙を出して返答をくださいということでや

ったんですが、返事がありません。 

 ですから、会いに行ってもなかなか会えないんで

すが、今おっしゃいました現道のそういう水たまり

につきましては、境界については祁答院町の地籍調

査が、あの付近は正確に出てますので、復元して、

もし民地のほうに入っておるようであれば、そこは

何らかでやはり塞ぐなり、対応しなきゃいけないと

思うんですが、まずは現況を確認させていただきま

して、県と担当ともう一回、対処について、もう一

回現地を見てから対処させていただきたいと思い

ます。 

○委員（大田黒 博）私、１回見たんですけれど

も、地権者の上から、こう山から来ているものに少

し食い込んでいるような気もするんです。そういう

ときには、確認をしながらやらなきゃならないのか

な。どうしても会わなきゃならない中で進められる

のであれば、ぜひゆっくり高校でも行って、お会い

していただいて、ぜひ進める方向と、あわせてその

通学路の確保をしてほしいと思ってるので、よろし

くお願いします。 

○専門職（冨田 守）今おっしゃいましたが、高

校に勤務されておられるということで、そこまで押

しかけるのはどうかなということで思っておりま

したが、今のような状況でもう地権者の方とそうい

う相談とか必要であれば行ってみたいと思います

ので、春休みに入りますので、もし会えるようであ

りましたら会ってみたいと考えますので、そのとき

はまた御報告申し上げます。 

○委員（大田黒 博）もう１点だけ、私がいろん

なところにお願い行くときに、前この振興局の土木

部長で隈田さんておられましたけれども、あの方が

その先生をよく知っているということで、何か息子

さんがその教え子だったということで、「それは、

いけんかでくっとを」ちゅうような軽い返事もされ

たんです。そうだったら「してくださいよっ」ち、

ここまで来たんですけれども。ちょうどそのとき、

また異動なられましたもんですから、県庁におられ

るんだったら、その辺の接触もしていただいて、「そ

んた、いけんかでくっ」ちゅうと軽く言われれば。

動きが足りないのかなと思ったりもするもんです

から、ここ辺は一つのきっかけとなれば一番いいか

なと思ったもんですから、退職されると同時に引き

継ぎもしっかりしていただいて、何とかできないか

なと思っております。 

○建設政策課長（須田徳二）ただいまの大田黒

委員の前からずっと言われてる部分で、あそこを

我々も通るとき、いつも考えてるところなんですが、

当然、相手さんがいるということで今まで引っ張っ

てきてるということでございます。 

 冨田専門職のほうも一生懸命接触されてやって

こられましたが、今回、退職ということになるんで

すけれども、それについては、建設政策課のほうで
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一生懸命対応していきたいと考えますので、その辺、

御理解いただきたいと思います。 

○委員（谷津由尚）１点。原発の迂回道路の件で、

今から県と九州電力さんと市で協議を開始してい

かれるということで、これはこれでお願いいたしま

す。 

 実は、質問は、これをきっかけにして、以前から

課題のある河口大橋のあたりに接続されるわけで

すけど、その河口大橋自体は、鹿児島県の管轄下に

移管できないのかと。その交渉までちょっと加速で

きないのかなと思いまして質問します。 

○建設部長（泊 正人）これまでも国県要望の

機会をずっと捉えて、毎年入れてあります。県とし

ては、一時期は、１回塗装をすればとるよみたいな

話が須賀知事のときにあったらしいんですけれど

も、その後、１回、１億ぐらいかけて塗ったんです

けれども、とってもらえなかったということもあり

ます。 

 今、谷津委員おっしゃいましたように、いい機会、

タイミングなのかなって、その迂回路ができるとき

の。ただ、あそこに十字路にぴしゃっと来れるかど

うか、これからの設計協議の中でまた動く話になる

と思いますけれども、委員御提案もいただきました

ので、企画が窓口になっておりますので、企画と一

緒になって、ぜひ県道移管ちゅう形で進めていけれ

ばと思います。 

 ただ、今回、現在が緊急輸送道路となっておりま

して、耐震の設計をしておりまして、長寿命化の関

係で耐震補強までは市のほうでやらざるを得ない

と思いますが、今後、それを県道としてとっていた

だけるかどうか。いいタイミングでもありますので、

進めてまいりたいと思います。 

○委員（谷津由尚）今おっしゃったように、私も

そういうイメージなんです。あそこの河口大橋のと

ころにきちんとつけていただかないと、まず、この

話はできんだろうと思ってまして。そこにきちんと

つけていただくのは、やっぱりその建設政策課さん

と部長の腕の見せどころだろうと思ってまして、そ

こにきちんとつけた上で、やっぱり避難道路として、

その確保する以上は河口大橋というのはやはり県

が管理すべきみたいな理論も成立するだろうと思

いますので、ぜひよろしくお願いします。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）冨田専門職もあとわずかで

ありますから、大田黒委員が前から申しておりまし

た、あと１５日間で何とか頑張るだけ頑張っていた

だいて、できなかった分は後継の方にちゃんと引き

継ぎをしていただくようにお願いします。 

 質疑は尽きたと認めます。 

 以上で、建設政策課を終わります。 

 ここで休憩します。 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時３１分休憩 

        ～～～～～～～～～～ 

        午前１０時３５分開議 

        ～～～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）それでは、休憩前に引き続

き会議を開きます。 

────────────── 

△建設整備課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設整備課の審査に

入ります。 

────────────── 

△議案第５５号 薩摩川内市普通公園条例

の一部を改正する条例の制定について 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第５５号薩

摩川内市普通公園条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）それでは、議案第

５５号薩摩川内市普通公園条例の一部を改正する

条例の制定について説明いたしますので、議案つづ

りのその２の５５－１ページをお開きください。 

 あわせて議案資料の１ページをお開きください。

図面になります。位置図等をごらんください。 

 久見崎公園についてですが、当公園は、久見崎町

地内に整備してまいりましたが、整備完了に伴い普

通公園として設置するものです。 

 ５５－２ページをお開きください。 

 公園の名称、位置については記載のとおりで、公

園面積は１万３,７８１平米です。また、鹿島地域

の夜萩丸山公園の名称中の「丸」を「円」に改め、

読みはそのまま「やはぎまるやま」公園ということ

でお願いをしております。これについては、今回、

甑の国定公園等に伴い、公園等の名称の誤りに気づ

いたことにより、今回改めようとするものです。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議方、お

願いいたします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり
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ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）ありませんか。質疑はない

と認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり可

決すべきものと認めることに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

 ここで、次の議事運営上、副委員長と交代します

ので、しばらくお待ちください。 

[宮里委員長退席、委員長席に下園副委員長着席] 

────────────── 

△議案第５６号 財産の無償譲渡について 

○副委員長（下園政喜）それでは、議案第５６

号財産の無償譲渡につきまして、議題といたします。 

 当局に説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）それでは、議案第

５６号財産の無償譲渡について説明いたしますの

で、議案つづりその２の５６─１ページをお開きく

ださい。 

 譲渡する財産は土地で、所在などは記載のとおり

です。譲渡する相手方は、陽成地区コミュニティ協

議会になります。 

 次ページをお開きください。 

 右側に位置図を記載してあります。また、議会資

料の２ページをお開きください。 

 無償譲渡に係るこれまでの経緯及び今後のスケ

ジュール（案）を記載しております。 

 陽成地区コミュニティ協議会の地域活性化の活

動拠点として利用することで無償譲渡しようとす

るものです。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議方お願

いいたします。 

○副委員長（下園政喜）ただいま当局の説明が

ありましたが、これより質疑に入ります。御質疑願

います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○副委員長（下園政喜）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○副委員長（下園政喜）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。討論はありませ

んか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○副委員長（下園政喜）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。本案を原案のとおり可

決するべきものと認めることに御異議ありません

か。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○副委員長（下園政喜）御異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

[宮里委員長着席] 

────────────── 

△議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、審査を一時中止

してありました議案第６１号平成２７年度薩摩川

内市一般会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）議案第６１号平成

２７年度薩摩川内市一般会計補正予算の建設整備

課分について説明いたします。 

 歳出を説明いたしますので、予算に関する説明書

（第８回補正）の３１ページをお開きください。 

 ８款２項３目道路新設改良費で、補正額４１万円

は、先ほど建設政策課長が補正予算の説明をいたし

ましたが、同様の内容ですので説明を割愛させてい

ただきます。また、職員の８人分の人件費を補正要

求するものです。 

 次に、次ページの３２ページをお開きください。 

 ８款５項５目公園緑地費で、補正額１９万２,０

００円は、先ほどと同じで職員４人分の人件費を補

正要求するものです。 

 以上で説明終わります。よろしく御審議方、お願

いいたします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号一般会計補正予算の審査を

一時中止します。 

────────────── 

△議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第７０号平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算を議題とします。 

 部長に概要説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、建設整備課

につきまして、平成２８年度当初予算概要を御説明

させていただきます。 

 建設整備課におきましては、歳出総額を１１億１,

７７６万円と措置をいたしました。一般道路整備事

業や公園整備を例年どおり実施をしてまいります。 

 現在、都市計画道路、駅前白和線は、春田川にか

かります新地橋の解体に入ったところでございま

す。 

 また、県で実施をしていただいております川内郡

山線宮崎バイパス、川内串木野線高江バイパス、東

郷西方港線湯之元バイパスなど、県道整備にかかわ

る負担金も措置をさせていただいているところで

ございます。 

 公園整備におきましては、天辰地区の区画整理事

業内の三堂公園を整備をしておりますけれども、最

終年度を迎え、仕上がりを待とうとしているところ

でございます。 

 また、指定管理制度によります市内全域の公園の

管理充実にも努めてまいりたいと思っております。 

 公園負担金といたしまして、川内港、里港、長浜

港の整備のための負担金を支出をいたしますが、昨

年、知事からありましたとおり、川内港唐浜埠頭の

整備に向けた新たなスタートの年となるように県

と連携しながら事業展開を進めてまいりたいとい

うふうに考えてございます。 

 詳細につきましては、課長から説明がございます

ので、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）次に、当局に補足説明を求

めます。 

○建設整備課長（吉川正紀）議案第７０号平成

２８年度薩摩川内市一般会計予算の建設整備課分

について説明いたしますので。 

 まず、予算調書の１９５ページをお開きください。 

 ６款３項１目農村公園管理費の事業費１,１２８

万２,０００円は、市内全域の農村公園の施設管理

にかかわる経費で、主なものは中郷の天神池公園な

ど農村公園８カ所分の指定管理に伴う委託料です。 

 次に、下段の８款２項３目一般道路整備事業費の

事業費４億５,０８９万円は、道路新設改良事業及

び県営道路整備事業負担金にかかわる経費です。 

 主なものは、職員の８人分の人件費のほか、各地

域より要望のあった市道などの新設改良に伴う経

費及び県が施行する東郷西方港線ほか県道整備に

係る負担金です。そのほかエコパークかごしまに関

連する周辺地域振興事業費も含まれております。 

 次に、１９６ページをお開きください。 

 同目、中甑江石線整備事業費の事業費３,５０６

万８,０００円は、上甑地域の市道中甑江石線の拡

幅整備にかかわる工事請負費が主な経費です。 

 次に、下段の同目、鳥ノ巣線整備事業費の事業費

５,１０８万８,０００円は、鹿島地域の市道鳥ノ巣

線の拡幅整備に係る工事請負費のほか、関連する土

地購入費や補償費が主な経費です。 

 次に、１９７ページをお開きください。 

 ８款４項１目港湾県営事業負担金の事業費４,０

００万円は、県港湾整備計画に基づき県が管理する

川内港、里港、長浜港の改修にかかわる負担金です。 

 次に、下段の８款５項２目駅前白和線整備事業費

の事業費１億７,１２２万円は、駅前白和線の拡幅

整備にかかわる経費です。 

 主なものは、新橋新地橋の工事請負費などや、関

連する支障物件移設補償費などが主な経費です。 

 次に、１９８ページをお開きください。 

 ８款５項５目公園管理事業費３億１３９万４,０

００円は、市内全域の公園緑地などの維持管理のほ

か、施設整備や公園施設長寿命化事業にかかわる経

費です。 

 主なものは、職員４人分の人件費のほか、向田公

園など市内の都市公園及び普通公園など１６９カ

所分の指定管理委託料のほか、隈之城川公園駐車場

の管理や街路樹などの管理に伴う委託料、向田地区

かわまちづくり事業に伴う施設整備などの工事請

負費や公園施設長寿命化事業施設整備などの工事

請負費です。 

 次に、下段の同目、総合運動公園整備事業費の事

業費１,９１１万８,０００円は、同公園の整備など
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に係る経費で、電気系統の高圧機器が運動施設の完

成後、最長２７年経過していることから、今回、高

圧機器の更新に伴う工事請負費が主な経費です。 

 次に、１９９ページをお開きください。 

 同目、三堂公園整備事業費の事業費３,６００万

円は、三堂公園の整備にかかわる経費で、公園内の

施設整備に伴う工事請負費が主な経費です。 

 次に、下段の１１款４項１目現年公用公共施設災

害復旧事業費の事業費１７０万円は、台風や大雨な

どによる災害発生時に公園施設の破損や街路樹の

倒木処理などに対応するための経費です。 

 続きまして、歳入について説明いたしますので、

前に戻っていただき５５ページをお開きください。 

 主な歳入について説明いたしますので、上から２

段目の１４款１項６目使用料の土木使用料で、予算

額１,３８４万３,０００円のうち、都市計画使用料

の主なものは、９段目の公園使用料本庁分１１０万

円で、丸山自然公園ほか有料公園施設の使用料です。

また、隈之城川公園駐車場使用料１,１０４万円は、

月極め２０５台分と時間貸し８２台分の駐車料金

です。 

 １５款２項６目国庫補助金の補助金で予算額１

億７,４８０万円のうち、道路橋梁費補助金は５,

１６０万円で中甑江石線ほか１路線の整備に伴う

補助金です。 

 都市計画事業費補助金は９,０２０万円で、駅前

白和線の整備に伴う補助金です。 

 公園緑地事業費補助金は３,３００万円で、公園

長寿命化事業及び三堂公園の整備に伴う補助金で

す。 

 １７款２項２目財産売り払い収入の物品売却収

入で、予算額２０５万８,０００円は、矢立農村公

園のニジマス販売に伴う売却収入です。 

 ５６ページをお開きください。 

 ２１款４項２目受託事業収入の土木費受託事業

収入で、予算額４,５００万円は、エコパークかご

しまの建設に関連した周辺地域振興事業に伴う県

からの受託事業収入です。 

 ２１款５項４目雑入で、予算額４０２万４,００

０円のうち、主なものは４段目の電気水道料実費収

入金、寺山いこいの広場１３０万円は、施設内に設

置してある自動販売機などの電気料及びレストハ

ウスなどの水道料です。 

 また、７段目の川内駅西口・東口駅前広場管理受

託収入は１７０万円で、駅前広場の管理をＪＲ九州

との協定に基づき行っており、これに伴う管理受託

収入です。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議方、お

願いいたします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

○委員（大田黒 博）１９８ページの総合運動公

園整備事業費で、高圧機器のやつは何か更新だと思

うんですが、この３００万上がってきておりますけ

れども。建設業務委託料、前ちょっと言うたことあ

るんですけど、どのような形の整備になっていくん

でしょうかね。国体の練習場になるようなことも聞

いておりますが、テニス場を含めてなんでしょうか。

そのあたりを説明いただけませんか。 

○建設整備課長（吉川正紀）ここで出てきてま

す総合運動公園整備事業費の中の野球場改修設計

業務委託なんですが、これは、薩摩川内市総合運動

公園で、中郷にあるあの運動公園の野球場の話です。 

 これにつきましては、国体の基準を満たすための

いろいろなダッグアウトのフェンスの高さとか、あ

と外野のファールとか、ホームランのボールがわか

るような、そういうののちょっと設計業務、それと

あわせてスタンドがちょっとコンクリートが爆裂

していますので、そういうところの業務委託をやり

ます。 

 今、大田黒委員さんが言われました御陵下運動公

園の話は、この上のほうの８款５項５目の公園管理

事業費の中で委託費があると思います。１億６,８

１８万４,０００円、この中で一部、御陵下運動公

園の外野のフェンスの話、それとスタンドもちょっ

と改修をせんといかんちゅうことを市民スポーツ

課のほうから言われております。一応、そこについ

ては、平成２８年度当初予算の中でお願いをして御

陵下運動公園の野球場の業務委託をやろうという

ことで考えているところです。 

○委員（大田黒 博）わかりました。この総合運

動公園は、そのフェンスの内野の。 

○建設整備課長（吉川正紀）ダッグアウトのフ

ェンスの高さが、何か国体仕様みたいじゃないみた

いです。もう少し高くしないといけないちゅうこと

で聞いておりますので、そういうところを基準に合

った形に変える形で一応設計をお願いをしていき

たいということで考えているところです。 

 以上です。 
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○委員（大田黒 博）ダッグアウトちゃ、バック

ネットの。 

○建設整備課長（吉川正紀）済みません。選手

のベンチの前のフェンスです。 

○委員（大田黒 博）バックネットの中にベンチ

が入ってますよね、両サイドが。そのベンチが上か

ら見てるわけですか、その野球場は。そのフェンス

が足りないちゅうことなんですか、バックネットの。

内野席の応援席のあのフェンスが足りないちゅう

ことですか。 

○建設整備課長（吉川正紀）選手が控えており

ます両サイドに席があります、ベンチが。あそこの

前のフェンスの高さが足らないということを言わ

れております。 

○委員（大田黒 博）ダッグアウトのフェンスち

ゅうのはないですがね。 

○建設部長（泊 正人）グラウンドとベンチに

入る前にどっかへそぐらいの高さのフェンスがご

ざいます。あれを選手がよくまたいだり、あの高さ

が低いので、あれをちょっと上げないと国体仕様に

ならないという検討の委託をしたいということで

す。 

○委員（大田黒 博）ダッグアウトちゅうのはベ

ンチのことですよね。そのベンチから出ていくのは、

今あそこはないですっけ。鴨池球場はないですよね。 

［「ありますよ」と呼ぶ者あり］ 

○委員（大田黒 博）ありますっけ。そのように

しないといけないちゅうことですか。その両方。そ

れに３００万かかると。 

○建設整備課長（吉川正紀）そのほかに応援席

のほうのベンチの改修とか、いろいろあります。 

○委員（大田黒 博）わかりました。もう一つ、

その御陵下公園の一億幾らの中に入ってると。どの

ように計画されるんですか、その辺はもう出てない

んですか。まだ、出てるちゅうことは、その少し椅

子のフェンスをどうかしようということは入って

るんですか。 

○建設整備課長（吉川正紀）今まで内野のとこ

ろのコンクリートの壁が問題ということでいろい

ろと聞いておりますので、そういうところも含めた

中で、今回、あそこの御陵下運動公園が練習会場に

なる予定と聞いておりますので、そういう中で安全

策がとれるような形で設計業務委託の中で検討を

していきたいと思っております。 

○委員（大田黒 博）その辺の内容ですよ。僕も

以前、質問したんですけれども、軟式野球連盟と、

あそこのテニスコートまでだったら、テニスコート

の協会の方々と十分話し合いをしてやっていただ

けるようお願いをしておきます。なかなかうまく利

用できるように、やっぱり公園という形のものを含

めた整備なのか、フェンスを取り外すだけの危険性

を指摘したんですけれども、テニスコートを含めて

少しのテニスコートの排水の件とか言われており

ましたけれども、どうせされるのだったら、あわせ

て少しお金入れてでも皆さん方の要望にあった整

備をしてほしい。だから、十分意見を聞きながら整

備してほしいと思っておりますので、よろしくお願

いします。 

○建設整備課長（吉川正紀）わかりました。 

○委員（川畑善照）駅前白和線が今、大工事をや

っているようですが、あれはいつごろまでかかるの

か。そして、具体的内容を教えていただきたいこと

と。もう１点、向田地区かわまちづくりの施設整備

工事は、具体的にどういうことをされるのか。この

２点。レガッタハウスの移動なのか。 

○建設整備課長（吉川正紀）駅前白和線の整備

なんですが、平成２９年度までです。一応、供用開

始は平成３０年の３月ということで考えています。 

 それと、向田かわまちづくりの関係なんですが、

ちょうど今回補正をお願いしているところ、当初予

算をお願いしてるところは、下水のポンプ場がある

と思いますが、あの裏のほうに下にレガッタハウス

があると思うんですが、あれが上のほうへ上がると

いう計画を持ってらっしゃいまして、一応、その周

りのブロック積みと、盛土をするという形を今回当

初予算でお願いしているところです。 

○委員（川畑善照）かわまちづくりはわかりまし

た。 

 駅前白和線のことですが、拡幅でずっと駅からど

っちと言えばいいですかね。真光寺のほうへ延びて

るあの道路のほうを、駅から行けば右側のほうを拡

幅されて、そして今現在、春田川との接点のところ

に個人の。とにかくありますよね。ああいうところ

はどうなるのか、公園化されるのか、どうなのか。

具体的に大ざっぱでいいですけど教えていただけ

ますか。 

○建設整備課長（吉川正紀）今、仮設道路とい

う形で右側のほうへ迂回して仮設橋をかけて、一応、

そういう形で新しい橋をつくるという形になって

おります。 
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 行く行く、今、仮設道路をつくっているところは、

借地で借りているところです。そういう形の中で、

でき上がったら、また新しい道路に交通が移ります

ので、また、整地して相手にまた地権者のほうへ返

すという形で、公園のほうの整備は考えていません。 

 以上です。 

○委員（川畑善照）前、鉄橋のアンダー－横馬

場・田崎線をアンダー、でいきましたよね。その手

前に新原たばこ屋があって、その横に道路がありま

したよね。あれはもう死んでしまうんですか。 

○建設整備課長（吉川正紀）あの道路は、県の

河川の管理道路という形で残るような格好になり

ます。でも行きどまりになりますので、一応、車の

往来はちょっとできないような状況になると思い

ます。 

 以上です。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかにありま

せんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第７０号にかかわる審査を一時中止

します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行い

ます。 

 当局から説明がありますか。 

○建設整備課長（吉川正紀）今回はありません。 

○委員長（宮里兼実）それでは、所管事務全般に

ついて質疑に入ります。御質疑願います。ないです

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設整備課を終わります。御苦労さまで

した。 

────────────── 

△建設維持課の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、建設維持課の審査に

入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、審査を一時中止

してありました議案第６１号平成２７年度薩摩川

内市一般会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

６１号平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算

の建設維持課分について御説明申し上げます。 

 予算に関する説明書の第８回補正３１ページを

お開きください。 

 ８款２項１目道路橋梁総務費、補正額５９万６,

０００円で、補正後の合計が１億２,８３１万１,

０００円となっております。 

 これは右の説明欄記載のとおり、人事院勧告に伴

う職員の給料等の増額でございます。 

 次に、４１ページをお開きください。 

 １１款２項１目現年公共土木災害復旧費、補正額

２１万９,０００円で、補正後の合計が８,４４２万

６,０００円となっております。これも右の説明欄

記載のとおり、人事院勧告に伴う職員の給料等の増

額でございます。 

 次に、同じページの１１款２項２目現年単独土木

災害復旧費、補正額３,０００円で、補正後の合計

が６,４６８万３,０００円となっております。これ

も右の説明欄記載のとおり、人事院勧告に伴う職員

手当等の増額でございます。 

 以上で、建設維持課に係る平成２７年度一般会計

補正予算の説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号一般会計補正予算の審査を

一時中止します。 

────────────── 

△議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して
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ありました議案第７０号平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算を議題とします。 

 部長に概要説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、建設維持課

について当初予算の概要を説明させていただきま

す。 

 建設維持課におきましては、歳出総額を１６億３,

９２６万円措置いたしておりまして、市道及び河川

の維持管理を中心に業務を進めてまいりたいと考

えております。 

 橋梁につきましては、橋梁長寿命化修繕計画に基

づき、また、内水排水対策につきましては、中長期

ビジョン計画に基づき計画的な整備を進めてまい

ります。 

 道路維持につきましては、工事請負費を例年より

５,０００万ほど上積みして措置させていただいて

おり、道路の安全度向上に努めてまいりたいという

ふうに考えております。 

 河川の維持管理におきましても、昨年から伐採や

寄り洲対策といたしまして、予算を措置をさせてい

ただいており、防災を最優先に管理を進めてまいり

ます。 

 交通安全対策につきましても、ガードレールやカ

ーブミラーなど、公安委員会と連携しながら交通安

全の向上に努めてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 詳細につきましては、課長から説明がございます

ので、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）次に、当局に補足説明を求

めます。 

○建設維持課長（永田一朗）それでは、議案第

７０号平成２８年度薩摩川内市一般会計予算の建

設維持課分について御説明申し上げます。 

 まず、歳出から御説明いたします。 

 予算調書の２００ページをお開きください。 

 ８款２項１目道路橋梁総務費９,３４６万１,０

００円、これは道路橋梁に係る経費で、経費の主な

内容は、道路調査、設計等、業務嘱託員等の報酬及

び一般職の給料並びに道路台帳整理業務委託等の

経費を計上してございます。 

 次に、下段の道路橋梁附帯設備管理費２,８２３

万２,０００円、これは道路橋梁の附帯設備の管理

に係る経費で、経費の主な内容は、道路照明取りか

え工事及び街路灯に係る電気料金並びに鉄道と交

差している市道のアンダー部に設置してございま

すポンプ場の管理に係る経費等を計上してござい

ます。 

 次に、２０１ページをお開きください。 

 ８款２項２目道路維持費６億２,１０８万８,０

００円、これは市道の維持補修等に係る経費で、経

費の主な内容は道路維持補修等業務嘱託員の報酬

及び道路愛護作業謝金並びに市民の皆様方からの

要望が多い道路維持修繕等の工事を計上してござ

います。 

 同じページの８款２項３目交通安全施設単独事

業費２,０００万円、これはカーブミラー、ガード

レール、区画線設置等交通安全対策に係る工事請負

費でございます。 

 次に、２０２ページでございます。 

 ８款２項４目橋梁維持費３億５,４００万円、こ

れは、橋梁の維持補修等に係る経費で、平成２５年

度に策定をいたしました橋梁長寿命化修繕計画に

基づいて平成２６年度に詳細設計を行い、平成２７

年度、本年度に本格的に修繕工事を実施してまいっ

ております。 

 引き続き平成２８年度におきましても、計画に基

づきまして修繕に係る詳細設計委託料と８橋の修

繕工事を行う予定としてございます。 

 次に、同じページの８款３項１目河川管理費３,

５２７万６,０００円、これは河川、水門等の管理

に係る経費で、経費の主な内容は宮里ダム管理業務

嘱託員、水門管理人等の報酬、河川愛護謝金、河川

伐採等業務委託料等を計上してございます。 

 次に、２０３ページです。 

 河川施設管理費８,２５６万円、これは水門等の

修繕や河川のしゅんせつ、整備に係る経費で、経費

の主な内容は、網津町の半崎川の護岸整備工事費と、

平成２６年度より本格的に取り組んでいます河川

寄り洲除去で、今後も引き続き計画に基づき地元要

望も含め、治水上、緊急性の高い箇所から寄り洲除

去に努めてまいります。 

 次に、同じページの排水機場管理費８９７万５,

０００円、これは排水機場の管理に係る経費で、経

費の主な内容につきましては、排水機場管理人及び

補助員の報酬を計上してございます。 

 次に、２０４ページでございます。 

 急傾斜地崩壊対策事業費３,３００万円、これは

急傾斜地崩壊対策事業に係る経費で、測量設計業務

委託料と楠元の池平地区ほか２カ所の工事請負費

及び県営事業の負担金を計上してございます。 
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 次に、同じページの８款３項２目河川改修事業費

２００万円、これは県が事業主体であります県単砂

防事業の負担金でございます。 

 次に、２０５ページをお開きください。 

 ８款４項１目港湾総務費５８９万３,０００円、

これは上甑町の江石港と桑之浦港、２カ所の港湾の

管理に係る経費で、平成２８年度江石港の長寿命化

修繕計画の策定と桑之浦港の施設補修に係る設計

委託と工事請負費を計上してございます。 

 次に、同じページの港湾排水機場管理費２０１万

８,０００円、これは里支所所管の荒切川排水機場

の管理に係る経費でございます。排水機場管理人及

び補助員の報酬等を計上してございます。 

 次に、２０６ページでございます。 

 ９款１項５目水防費６６万１,０００円、これは、

水防倉庫が３１カ所ございますが、その備蓄資材の

購入及び維持修繕の経費でございます。 

 次に、同じページの９款１項６目災害予防応急対

策費８,５８１万９,０００円、これは災害発生時の

応急対策作業及び内水対策中長期ビジョンに基づ

く排水施設等の整備並びに特別災害復旧事業に係

る経費で、経費の主な内容として、崩土除去作業の

機械借上料、浸水被害解消を目的とした排水対策事

業の工事請負費並びに特別災害復旧補助金を計上

してございます。 

 次に、２０７ページでございます。 

 １１款２項１目現年公共土木災害復旧事業費３

億６７９万７,０００円、これは現年公共土木施設

災害の復旧に係る経費で、一般職の給与費、公共災

害復旧工事費等を見込み計上してございます。 

 次に、同じページの１１款２項２目現年単独土木

災害復旧事業費９４８万円、これは単独災害復旧事

業に係る経費で、工事請負費等を見込み計上してご

ざいます。 

 次に、歳出を終わりまして、歳入について御説明

申し上げます。 

 予算調書の５７ページをお開きください。 

 歳入につきましては、主な項目についてのみ説明

させていただきます。 

 １２款１項１目交通安全対策特別交付金１,４０

０万円、これは道路交通法に基づく交通反則金につ

いて県から交付されるものでございます。 

 次に、同じく５７ページから５８ページにかけて

記載してございますが、１４款１項６目土木使用料

３,１５７万円、これにつきましては道路橋梁使用

料として、市道及び法定外公共物である里道、水路、

こちらに九州電力柱、ＮＴＴ電話柱、ガス管等の道

路占用料及び使用料と上甑の桑之浦港で水産会社

に荷揚げ場として一部占用させている港湾施設使

用料でございます。 

 次に、５８ページの中段、１５款１項４目災害復

旧費負担金１億７,７２６万９,０００円、これは歳

出のところで御説明いたしました見込み計上の現

年公共土木災害復旧費負担金でございます。 

 次に、同じページの１５款２項６目土木費補助金

１億５,９５０万円、これは、先ほど歳出のところ

で説明いたしました橋梁維持補修事業２億９,００

０万円の国庫補助金、補助率が５５％でございます。 

 次に、同じページの１５款３項３目土木費委託金

１,４２４万３,０００円、これは国土交通省所管、

川内川の水門及び排水機場等の管理委託金でござ

います。 

 次に、同じページの１６款２項６目土木費補助金

１,２５０万円、これは、先ほど歳出のところで御

説明いたしました急傾斜地崩壊対策事業２,５００

万円の県の補助金５０％でございます。 

 次に、同じページの１６款３項６目土木費委託金

４９３万９,０００円、これは県管理の水門管理委

託金と権限移譲事務委託金及び県管理港湾である

里地区里港へ流れ込む荒切川排水機場に係る管理

委託金でございます。 

 以上で、建設維持課に係る平成２８年度一般会計

予算の説明を終わります。よろしくお願い申し上げ

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

○委員（大田黒 博）２点なんですが、まず１点

目、２０３ページの河川寄り洲除去の、これは河川

施設管理費ということで市の河川ですよね。こうし

て３,２００云々うたってあるんですが、これで何

カ所で、要望があってきて何％ぐらいのこの予算な

んでしょうか。 

○建設維持課長（永田一朗）この河川の寄り洲

除去のお金につきましては、平成２５年度に計画を

つくりまして、平成２６年度から実施をしてござい

ます。平成２６年度につきましては２６カ所、本年

度平成２７年度については３１カ所、来年度平成２

８年度については計画の中では１３カ所を予定し

てございます。平成２７年度まで、これまでに全体
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計画で８６カ所ございます。その中の平成２６、平

成２７で今５７カ所整備してございまして、今のと

ころ進捗率としては６６％でございます。 

 以上でございます。 

○委員（大田黒 博）わかりました。６６％。僕

が危惧するのは、県河川がありますよ。県河川で５

月から６月に皆さんに出てもらって河川清掃しま

すよ。そういうところが、県の河川のところが、そ

の中央の寄り洲がずっと残ってるんですよね。予算

が３０億、４０億ついて、県が１回やったんですけ

れども、もう相当数残ってると思うんですけど、こ

の比率的に県河川とこの市の河川とすると、大分、

県河川の寄り洲の残りぐあいちゅうものが目立っ

てきているような気もしないでもないでしょうけ

れども、県との兼ね合いも含めて、どのような形で

県河川が寄り洲除去が今後進められていくのか、少

しでもわかりませんか。 

○建設維持課長（永田一朗）県のほうでは、県

のことしの９月、本年度の９月定例会で久保田土木

部長のほうが質問に答えていらっしゃいます。県に

つきましては、平成２４年度から平成２７年度、４

年間にかけまして、金額が約３７億円。そのお金で

４２４カ所の河川の寄り洲を除去したということ

で、８月のその段階で９５％計画の中では進捗した

という形で御説明してございます。 

 それで、集中的かつ計画的に除去を進めたことで、

河川の流下能力は確実に向上したという話と、あと

計画の策定時点で、対象外でも新たに土砂の堆積が

見られる箇所、そういう箇所につきましては、また、

状況確認をいたしまして、治水上、緊急性が高いと

ころには、できる限り対応していく方針だというこ

とで答弁をされてございます。 

 それと、あとうちの北薩地域振興局の所管でござ

います。そこのほうとも事あるたんびに会議等で、

そういう部分については、また調整をしながら、県

の河川のそういう寄り洲がある部分については、そ

ういう状況をまだ北薩地域振興局の職員と現場の

ほう立ち会いながら、そういう部分についてはまた

進めていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○建設部長（泊 正人）ただいま課長のほうか

ら県の部長さんが県議会で答弁されたというのは、

このとおりなんでしょう。九十何％、三十何億でや

ってるちゅうのはあるんですが、大田黒委員が言わ

れたのは、実際まだ残ってるじゃないかというのが

あるわけで、恐らくこの寄り洲除去をされる前に、

県内の全河川は調査をされて、その中で、流下能力

が足らなくなってるところをやってて、実際目に見

えて寄り洲があるんだけれども、それについてはま

だ流下能力が足りてるから除外をされているんだ

ろうと思います。そこが残ってるじゃないかちゅう

話になってると思いますので、今課長が言いました

ように、それらの取り残しじゃないんでしょうけれ

ども、それについては、また今後県に相談をしなが

らやっていきたいと思います。 

 それと、この寄り洲除去、さっき市の河川も６割

ぐらい進捗がいってるていうんですけれども。また

雨が降れば、またたまりますので、舗装をしたり、

側溝をしたりといように、エンドレスになっていま

すので、その辺はまたうまく注視しながら、状況を

判断しながら、かかっていきたいと思っております。 

○委員（大田黒 博）わかりました。一番危惧す

るのは、６月の作業がありますよね、河川作業が、

愛護作業を含めて。その方々が、どげんかならんと

かという苦情があったりするんですよね。そういう

ところを中心に、もう少し取りまとめしていただい

て、県のほうにつないで、何とかいつごろになるん

ですよというようなのがあれば、また我々も助かる

し、計画的なものを少しお願いできないかなと思っ

ておりますが、どうでしょうか。 

○建設維持課長（永田一朗）今の委員さんの意

見を受けて、そういう要望のある箇所につきまして

は、また、現場のほうも確認しながら県、市両方。

また、県のほうにもつないでいきたいと考えており

ますので。 

 あと地元のほうにも、県のほうがまたこういう形

で計画があるよという話の部分については、その地

元のほうに事前にお話できたらと考えております。

よろしくお願いします。 

○委員（大田黒 博）２０４ページの急傾斜地の

崩壊対策事業費というのが、ここありますけれども、

このあたりはその県の急傾斜地においてずっとこ

う順番で当てられて、いつごろ年次ごとにずっと予

算にのっかってやっておられるというのはよくわ

かっているんですけれども。１点だけ確認したいの

は、昨年の台風あたりで、少し急傾斜地、人家があ

って、公共施設があって、そこに大きな崖があって、

そのあたりが何カ所か崩れているようなところに

住民から「あげんとは、いけんか、でけんとか」と

いう中で、その各部署においてはその支所、支所が
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把握をしてるんでしょうけれども。そういうののこ

ういうのに当てはまるちゅうのは、台風が来て、災

害があって少し崩れてるな。また、そのような台風

が来れば心配な住民の方々をフォローするという

意味からも計画的なもので、どういう方向で行った

らいいのか、ちょっと教えていただけませんかね。 

○建設維持課長（永田一朗）本年度につきまし

ても、急傾斜地崩壊対策事業については、危険な箇

所からという形で実施をしているところでござい

ます。 

 平成２８年度の要望につきましても、急傾斜地崩

壊対策事業として１１カ所、薩摩川内市としては１

１カ所を要望しているところです。 

 今、その１１カ所の中でも事業を行っている箇所

が５カ所、今進めているところでございます。新た

に６カ所については、新たにまた要望していくとい

う形で進めてございます。 

 今、大田黒委員が言われました、また、そういう

支所の中でそういう箇所等があれば、うちの職員の

ほうが、また担当職員のほうが現場に行って、あと

内容を確認して、また、県のほうの助言も受けなが

ら急傾斜の崩壊対策事業で該当できるということ

であれば、その事業を利用して実施をしていきたい

と考えてございます。 

 今のところについては、緊急性の高いところから

ということで、今５カ所を実施しているところです

ので、よろしくお願いします。 

○委員（川畑善照）先ほどの最初の寄り洲の問題

の大田黒委員に関連しますけれども、県河川が危険

度の高いところというのはよくわかります。ただ、

地域的にそれぞれあると思うんですが、その中で薩

摩川内市がどの程度あるのかわかりませんけど、そ

れもまた知りたいと思いますし。それから、例えば、

隈之城川の川内小学校の横のあそこなんかにして

も、上流はしたけれども下流はされてないというこ

とやらあるんですが、その流量ちゅうのは、もう十

分理解していいのかなというのと。春田川にしても、

やはり常にやっぱり水量がアップしますと、どうし

ても寄り洲が出てきますので、そういうところやら、

やはり県のほうに薩摩川内市としても要望として

ぜひやって上げていただきたいなと思っておりま

す。それについて、薩摩川内市のパーセントちゅう

のはわからんですか。 

○建設維持課長（永田一朗）先ほど説明しまし

たが、河川の寄り洲除去計画を平成２５年度につく

ってございます。その計画の中で市内の中で８６カ

所ということで、平成２６、平成２７を含めて５７

カ所、その寄り洲の除去を行ってございます。８６

カ所中５７カ所ということで、進捗率は６６％でご

ざいます。平成２８年度につきましては、１３カ所

を一応予定しているところでございます。 

 あと県河川のまた春田川につきましても、今委員

が言われました、春田川につきましても、その状況

のほうをまた県のほうにも一応見ていただいて、本

当に緊急性があって、寄り洲の除去が必要だという

ことであれば、また県のほうにも要望をしていきた

いと考えております。 

 以上です。 

○委員（川畑善照）春田川はわかりました。隈之

城川の場合でも、寄り洲に生えた木も大きくなって、

大変それが災害の原因になると思われますので、上

流はしたけれども下流はしてないちゅうのがちょ

っと引っかかるもんですから、そういうことも言わ

れるもんですから。一応ここで申し上げましたので、

ひとつそういう点も県のほうにお願いができれば

していただきたいと要望しておきます。 

○委員（新原春二）この寄り洲除去は、イタチご

っこなんですよね。抜本的な改善はできないのかて

私も考えて、土木の方々にもいろいろお話を聞くん

ですが。県河川あるいは市の河川含めて、場所を規

定をして、もう業者に最初から委託をするちゅう制

度はできないかと私はいつも思ってるんですよ。も

うここからここまでの何百メーターはこの業者、そ

れから、こっちはどこの業者ていう話をすれば、そ

れはでくっどちゅう話なんですよ。定期的に伐採な

んかも含めてすれば、竹の子のうちに切れば、何も

しぐりいらんたっどちゅう話もよく聞くもんです

から、寄り洲も一緒ですよ。もうここからここぎい

して、もっと上はたまる。上をすれば今度は下がた

まるちゅうイタチごっこですので。業者に話をすれ

ば、もういっどき仕事がなかとき、もうずるっと上

から下ぎいすれば、日も要らんし、銭もかからんた

っがちゅう話をよく聞くもんですから。そこは県の

あれもありますが、そこ辺の抜本的なものをしてい

かないと、いつまでも毎年毎年同じことをしていく

ちゅうことになりますので。そこ辺も県と連携をと

って、そこそういう事業はできないのか。入札関係

が今ずっとやっていますので、入札関係はできてく

るんでしょうけれども、もう場所の既定をして、委

託をしとけば、それなりの年間幾らかの委託料を払
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って管理をしてもらうちゅうふうにすれば、県の道

路はそういうふうにやっていますよね。県の道路は

やっていますから、そういうふうに河川もそういう

ようなものはできないはずはないと思いますので、

そこ辺もまたいろいろ検討をしていただけません

か。 

○建設部長（泊 正人）先ほどの谷津委員の河

口大橋の要望の話もあったんですけど、あれと同時

に、この河川の管理伐採と寄り洲については、毎年

テーブルにのって一緒に市長からも要望はされて

おりますけれども。こういう建設水道委員会あたり

でもしょっちゅう出てますということ、再度、建設

部長に話を持っていって、少しでもそういう委託形

式的な形はできないかちゅう提案もありましたと

いうことで報告をさせていただきたいと思います。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。ほかに。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第７０号にかかわる審査を一時中止

します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行い

ます。 

 当局から説明がありますか。 

○建設維持課長（永田一朗）今回は特にござい

ません。 

○委員長（宮里兼実）これより所管事務全般につ

いて質疑に入りますが、御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）所管事務全般ということで、

道路維持修繕工事について、年間何百件も寄せられ

ると思うんですけど。その中でその維持修繕工事を

するかしないかの判断基準、あるいはその優先順位

という、その基準についてちょっと教えてください。

ここで説明できられる範囲でいいです。 

○建設維持課長（永田一朗）今年度の市民から

のこの道路に関するそういう要望については１,２

００件程度本年度についてはございました。そのう

ちの８０％を一応今のところは実施している状況

でございます。 

 要望の内容としては、舗装だったりとか、あと側

溝の整備、あと蓋板を入れてくださいと、そういう

もの等がございます。 

 こういう市民からの要望につきましては、まず、

電話だったりとか、あと口頭で一応そういう要望を

受けます。職員のほうが現場のほうに行きまして、

立ち会って、その要望の内容を確認をさせていただ

いております。 

 その中で要望の処理費用というのをうちのほう

はつくってございます。その中で、あと内容として

はそういう形の内容を確認して公共性が高いのか

という話と、あと緊急性がどうかという、そういう

部分で優先順位を決めて、その修繕の部分について

は実施をしていくという形でございます。 

 緊急性が高くて早急に工事を行わないといけな

いという部分については、１３０万未満の即決工事

で行いまして、そのほかの１３０万以上の一般工事

については、その優先順位の中で決めて工事を進め

ていくという形で考えてございます。そういう形で

要望の処理については進めているということでご

ざいます。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）緊急性、公共性があるかとい

うことで、もうちょっと具体的な判断基準を聞きた

かったんですけど。では、その次の質問は、現場確

認に行かれると、当然だと思うんですが。例えば、

その現場確認はどこまでマニュアル化されていま

すか。例えば、水たまりが多くて、その雨の日に歩

くと必ず水を車からかけられるという要望があっ

て、その舗装をやり直してほしいという要望があっ

たときに、例えばですよ。ちゃんと雨がある一定量

降って水がたまっているときに見に行かれてるの

か、晴れの日に行かれてるのか、歩いて行かれて確

認されているのか、ちょっとそこを教えてください。 

○建設維持課長（永田一朗）現場で一応要望の

ある箇所については、ほとんどもう雨が降った後に

そういう要望等がございますので、その要望のとき

には、その雨の状況で、その状況ていうのはなかな

か難しいですので。その後にまた大雨等が降るとき

を機会をあわせて現場で立ち会うような形での、そ

ういう要望者のほうとも確認をするとか、そういう

ことを行ってございます。 

○委員（谷津由尚）ちょっと何でこういうふうに

質問したかと言いますと、実はある自治会長から、

それは市の建設部のほうにお願いしてくださいと

いうことで、私が資料をつくってあげてお願いをし

た経緯があったところなんですが。実は小学生、中
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学生が合計２００人以上通学する道路で、雨の日が

非常に、道路の表面が非常にでこぼこになってて、

もう水たまりがひどいわけですよ。距離が２００メ

ーターちょっとあると思うんですけど。それをお願

いした際に、ここをやる必要はないという判断をい

ただいたんです。そのやっぱり小学校１年生とかが、

四、五人で歩くと当然はたがってあるいて、そこを

車がよけて通ろうとすると、当然もう水をはねちゃ

うわけですね。するとぬれるわけですよ。ある程度

もう不可抗力的なそういうものも非常に起こって

る中で、今言いました緊急性とか公共性というのは

一体どこに判断基準があるんだろうと思ってるん

ですけど、その通学路で２００人以上が利用して、

自転車も多い、歩行者も当然多い。車の通行量も非

常に多い。そういうところというのは、やっぱり優

先順位的には低いという判断になるんですか。 

○建設維持課長（永田一朗）今、谷津委員のほ

うが説明された部分については、公共性については

そういう形で、交通量が多い場所だったりとか、あ

と児童の通学路になっていると。そういう箇所につ

いては、公共性については高いという形で判断して

ございますので、済みません、谷津委員のほうで説

明された箇所がうちの職員のほうで判断の中で、こ

れはできないというお話を伺いましたんで、後でも

ってまた詳しい場所を教えていただいて、そこにつ

いては、また判断をさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

○委員（谷津由尚）ですから、もちろん後でまだ

話をさせていただきたいんですけど、この場で私が

お聞きしたかったのは、本当に判断基準がきちんと

明確になってるんですかということをお聞きした

かったんです。それと現場確認がきちんとされてる

んですかということをお聞きしたかったんです。 

 その緊急性とか、私の中では、小学生が２００人、

３００人通るところで、通行量も多い。非常に道路

が荒れてる。キャリーバックなんか引いて歩けんと

こですよ。そのぐらい荒れてます。そういうところ

が緊急性がないというんだったら、一体どこが緊急

性があるんだろうという、私の中ではそういう判断

をしてるんですけど。これは、以前、以前の建設部

長にどういう判断基準なんですかということをお

伺いして、それを全部私は聞きました、そのときに。

その判断基準で私も自分の中で処理をして、これは

必要だという件はお願いをするというスタンスで

おるんですけど。 

 ですから、なぜそれを断られたのかという、自治

会長からお願いした、そういうのは関係ないですか

ら、その辺の判断に非常に誤差がないのかというこ

とを今お聞きしたくて、こういう質問したんですが、

これについて何か答弁がありますか。場所に、具体

的については後で言いますけど、この委員会が終わ

ってから言いますけど、今私が質問した件で何かあ

りますか。 

○建設維持課長（永田一朗）皆様から要望を受

けた部分については、要望処理のそういう基準等を

つくって、そのフローチャートに基づいた形での処

理というのを建設維持課の中ではやってございま

す。 

 緊急性、施工を要する事由ということで迂回路が

ないと、これ書いてございます。迂回路がない箇所、

あと通学路、道路幅員が狭くて危険な箇所、あと災

害関係の工事である。あと突然の事故、故障、陥没

等、あと家屋移転補償協議によるもの。あと隣接す

る耕地の作付時期との調整によるもの。これについ

て田んぼの話になります。あと第三者の安全確保が

必要なもの。あと他の工事等の関連によるもの。こ

れについては、国の事業、あと県の事業。あとうち

の市の中でも、うちは建設維持課ですけど、他の課

の工事に係るものということでございます。そうい

う部分については、緊急性があるという事案でその

要望については実施してございます。 

○建設部長（泊 正人）今、谷津委員のほうか

らありました現場に行ったときに、現場を見て、こ

れは改修が必要、いやこのままでいい。その判断基

準ということなんですが、明確に何センチ水がたま

っておけばしなさいとか、何センチひび割れがあれ

ばやりなさいという、そういうのまではつくってあ

りませんけれども、課長代理、グループ長、主任、

担当という形でおりまして、それぞれ歴代、維持管

理におきましては、そういう修繕に関する判断とい

うのは指導はしてきたつもりであります。 

 １,０００件を超える中で８０％ほどは毎年処理

をしてるというのがありますが、先ほどのその件は、

まあまあ置いておいて、ある程度担当レベルでもこ

こは危ないというのは、判断ができると思っており

ましたが、まだそういうのがあるということで、も

う少し課内でちょっと詰めてみないといけないな

と、今思ったところです。 

 具体的には、担当が見に行っても、グループ長に

報告し、課長に報告して決裁でやっていくわけです
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けれども、そんな中で、仮にそこに水がたまるんで

あれば、側溝にふぐあいがあるのか。だったら、脇

の路肩のほうの土砂除去をしないといけないだろ

うとか、側溝を新たに入れかえなければならないだ

ろうとか、あるいはわだちで、もう路面が低くなっ

ているんだったら舗装を打ち変えたり、オーバーレ

イという形をとらないといけないとか、そういう技

術的なところが不足してたんだろうと思いますの

で、そこについてはしていきたいと思いますが。さ

っき本会議で瀬尾議員のほうからアセットマネジ

メントという質問もありました。そういった中では、

瀬尾議員が求めてらっしゃるのは、谷津議員がおっ

しゃるような、そこまで判断基準というのを持って

おけば、こういう事態にも至らないんじゃないかと

いうことで、できるだけそういう理想に近いアセッ

トマネジメントに近づいていかないといけないん

ですけれども、もう少し職員間のスキルちゅうのが

上がっていかないといけないんじゃないかなとい

うふうに思っておりますので、もう少しこの件につ

いては検討させていただいた上で、再度ちょっと報

告をさせていただきたいと思います。 

○委員（新原春二）ポンプ場の関係なんですが、

それ先ほど３１カ所土木の関係があって、あと工事

の関係が１９カ所ですか、あるわけですけれども。

非常にこのポンプがあって、薩摩川内市は浸水をし

なくて非常にありがたく皆思ってるんですけれど

も。ポンプが座ってから非常に長い経過をされてま

すし、長寿命化計画も含めてやるんだろうと思いま

すけれども、このポンプ場、建設維持課が管理され

て３１カ所のポンプ場の長期的な展望、長寿命化計

画ちゅうのは、どういうようなものでされて、年に

３０カ所ですから、１年に１件ずつかけても３１年

かかるわけですよね。そんな一、二万でできる話じ

ゃないですので、何億ってかかる品物なんですが、

そこ辺の長寿命化計画ちゅうのはどういうふうに

なってるんでしょうか。 

○建設維持課長（永田一朗）排水対策工事とい

うことで、内水対策中長期ビジョン、それを一応策

定してございます。その中で、まずは平成２７年度

までにつきましては、中郷の上貫観音の斜樋の設置

だったりとか、あと中郷の区画整理事業の中の既設

の下水路の接続、これにつきましては、中郷側から

中郷ポンプ場へのそのバイパス水路の整備、あと上

五代につきましては、その排水路の整備というもの

を行ってきております。 

 この計画の中で、既存の今そのポンプ場がござい

ます。そのポンプの中の修繕というものが必要であ

ればということで、それをまた計画の中に入れ込ん

でございますので、その長期の中で、その部分につ

いては、また、変えていくという形で考えてござい

ます、修繕を行っていくという形で考えてございま

す。 

○委員（新原春二）ポンプは、私も何回も見にい

くんですが、極めて古いんですよ。もう博物館に行

くようなポンプもありますよ。こういったものはど

のぐらいの寿命があるか、私らも事例的にわかりま

せんけれども。こういうものをポンプ場のポンプ機、

ポンプを変える、そういった寿命的な計画ていうの

は、今度はここを新しくしますよとか、何月にはこ

こを新しくしますよ、そういうようなものがあって

るんですかね。そこら辺をちょっとお知らせくださ

い。 

○建設維持課長（永田一朗）済みません。この

件については、城之下グループ長にちょっと説明さ

せます。 

○主幹兼建設管理グループ長（城之下誠）済み

ません。建設維持課の城之下です。 

 ポンプ場につきましては、これまでも発電機とポ

ンプとありまして、基本的に発電機のほうが古くな

ってきた部分については、新しく更新をしてきてお

ります。ポンプにつきましては、ポンプと発電機両

方ある。ポンプにつきましては、そのまま年間に毎

年、点検業務委託をしておりまして、年間６回、２

カ月に１回ずつポンプを点検する人、業者、それか

ら、発電機関係の電気関係を点検する者、それぞれ

で交互に毎月点検をするようにしておりますので、

ポンプについてのその異常というのがもしあれば、

その点検の時点ですぐわかるようにはしておりま

す。 

 ポンプにつきましては、オーバーホールという形

で必要があれば、動きが悪くなった場合は、オーバ

ーホールをするという形の今は計画でずっとやっ

ておりますので、何年でどうなるっていうのを今の

ところでは考えてない形です。 

 ただ、発電機につきましては、もう耐用年数が相

当古いものについては、超えていくという形になり

ますので、そういうものについては新しく更新して

いくという形で今は実施しております。 

○委員（新原春二）要望にしたいと思うんですけ

ど、発電機は発電機で、もちろんそんなに高い─
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ポンプとすりゃ高い、品物じゃないと思いますから、

そういうのは更新をされていくんですが。ボンプに

関しても、やっぱりそういうようなものも長寿命化

で、やっぱり計画的に変えていくようなことにしな

いと、一旦とまれば、そこが浸水しますので、もう

大変なことになるわけですので、そこら辺も含めて、

今後検討されるように要望しときます。 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 次に、委員外議員の質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で、建設維持課を終わります。御苦労さんで

した。 

 ここで、都市計画課も来ていらっしゃいましたけ

ど、ちょうどお昼になりました。１３時から再開し

ますので、よろしくお願いします。 

          ～～～～～～～～ 

          午後０時  休憩 

          ～～～～～～～～ 

          午後１時  開議 

          ～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）休憩前に引き続き会議を開

きます。 

────────────── 

△都市計画課の審査 

○委員長（宮里兼実）それでは、都市計画課の審

査に入ります。 

────────────── 

△議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）まず、審査を一時中止して

ありました、議案第６１号平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第６１号平

成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、都

市計画課に関わる歳出について御説明申し上げま

すので、予算に関する説明書（第８回補正）の３２

ページをお開きください。 

 ８款５項１目都市計画総務費の説明欄をごらん

ください。 

 １項都市計画総務費において、国家公務員の給与

に関する法律等の一部改正に伴う、本市職員の給与

に関する条例等の一部改正に合わせて、一般職員１

１名分の職員給与費等を５７万円を増額するもの

でございます。 

 なお、歳入予算の都市計画課に関わる今回の補正

はございません。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審査賜りま

すようお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第６１号一般会計補正予算の審査を

一時中止します。 

────────────── 

△議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第７０号平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算を議題とします。 

○委員長（宮里兼実）部長に概要説明を求めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、都市計画課

にかかわります平成２８年度当初予算概要につい

て御説明をいたします。 

 都市計画課におきましては、歳出総額を６億７,

９９７万円措置しております。川内川市街部改修事

業と同時に進めております中郷五代線整備事業を

まだこのまま進めてまいります。 

 また、景観推進事業におきましては、これまで、

指定されております重要景観施設の維持管理の補

助を充実したいというふうにしておりまして、魅力

ある景観形成に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、川内駅周辺地区の駐車場管理事業としまし

て、西口駐車場の、立体駐車場の屋上の防水工事を

行うことといたしております。 

 また、公共サイン事業におきましては、不足して

いる箇所や、要望の多い箇所の案内板設置等を進め

てまいります。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明がござ

います。よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）次に、当局に補足説明を求

めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）議案第７０号平

成２８年度薩摩川内市一般会計予算の都市計画課

に関わる予算について御説明申し上げます。 

 初めに歳出について御説明いたしますので、予算



－22－ 

 

調書の２０８ページをお開きください。上の部分で

す。 

 ８款５項１目都市計画総務費、事項、都市計画総

務費は、都市計画事業に係る経費であり、事業費は

１億１,２４６万３,０００円でございます。 

 経費の主な内容は、都市計画関係の一般職員１１

人分の職員給与等のほか、平成２６年度から２カ年

で見直し、策定いたしました都市計画マスタープラ

ンの計画書及び概要書の印刷、川内市街部改修事業

に伴う用途地域変更に係る図書作成業務委託等、並

びに公共施設等への誘導、案内のための公共サイン

設置工事が主なものとなっております。 

 次に、同じページの下の部分でございます。 

 同じく１目、事項、川内駅周辺地区駐車場管理費

は、川内駅西口駐車場等の管理にかかわる経費であ

り、事業費は３,４８４万円で、債務負担行為とし

て設定している指定管理に伴う管理代行委託のほ

か、屋上駐車スペース等の劣化が激しい川内駅西口

駐車場の屋上部分について、施設の長寿命化と、利

用者の利便性向上を図るための防水塗装工事が主

なものとなっております。 

 次に、２０９ページをごらんください。上の部分

でございます。 

 同じく１目、事項、屋外広告物管理費は県からの

権限移譲に伴う屋外広告物に関わる経費であり、事

業費は２３７万４,０００円で、建築士業務嘱託員

１名分の報酬が主なものとなっております。 

 次に、同じページの下の部分でございます。 

 同じく、１目、事項、景観推進費は、景観提案制

度等の運用、景観形成活動への支援、啓発など、景

観形成の推進に関わる経費であり、事業費は１７９

万４,０００円で、景観学習用景観かるた等の増刷、

景観重要資産、案内板設置工事のほか、地区コミュ

ニティ協議会が実施する、景観重要資産等の整備及

び維持管理に関する事業５件に対する景観整備事

業補助金が主なものとなっております。 

 次に、２１０ページをお開きください。 

 ８款５項２目街路費、事項、中郷五代線整備事業

費は、交通量の分散化と市街地における安全性の確

保を図るため、大小路地区引堤事業と一体整備する

都市計画道路中郷五代線整備事業に係る経費であ

り、事業費は５億２,８５０万であります。 

 経費の内容は、平成２７年度に継続費として設定

いたしました、肥薩おれんじ鉄道との立体交差部工

事委託、平成２３年度に債務負担行為として設定し

ている、中郷五代線用地取得に関わる土地購入費、

平成２６年度から着手しております中郷五代線道

路築造に係る国土交通省九州地方整備局へのつけ

かえ道路受託合併工事負担金が主なものとなって

おります。 

 次に、歳入について御説明いたしますので、前に

戻っていただきまして５９ページをお開きくださ

い。 

 都市計画に係る歳入予算の主なものを御説明い

たします。 

 １番目の１４款１項使用料６目土木使用料、予算

額２,８５０万円は、都市計画使用料で、川内駅西

口駐車場等に係る市営駐車場使用料でございます。 

 次に、３番目の１５款２項国庫補助金６目土木費

補助金、予算額２億５,７６７万５,０００円は、都

市計画事業補助金で中郷五代線整備事業の肥薩お

れんじ鉄道立体交差部工事委託及び土地購入費、並

びに受託合併工事にかかわる社会資本整備総合交

付金であり、活力創出基盤整備分の補助率は５５％

となってございます。 

 以上で、議案第７０号平成２８年度薩摩川内市一

般会計予算の都市計画課分の説明を終わります。 

 よろしく御審査賜りますようお願い申し上げま

す。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

○委員（新原春二）西口駐車場の屋上防水塗装工

事となってますが、これは継続でずっとやってるん

ですか、それとも何か事故があってそういう工事費

が必要になってくるんですかね。どうですか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）屋上の防水の施

設につきまして、西口駐車場を平成１６年に供用開

始してございます。そのときに、防水処理をしてお

ったんですけれども、今回、側溝の部分の、側溝に

鉄があるんですけど、底の部分が剥がれてきたり、

これまでもひび割れ等がございましたので、ちょく

ちょく維持的に補修をしてきてございました。 

 ただ、どうしてもそれがちょうど継ぎはぎがちょ

っと多くなってくると、そこに段差ができたりだと

か、そういうふうなものがあるというふうなところ

から、今回、全面的に１回張りかえて、施設の長寿

命化という観点も含めて、防水処理の張りかえを行

いたいというふうに考えておるところでございま

す。 
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○委員（新原春二）あそこの屋上は、余り駐車台

数は少ないんですよね。 

 ４階まで入れるようなスペースで査定をしてあ

るのか、いつも行っても、あそこは大体空いてるん

ですけど、下は３階までは全部詰まってるんだけど、

４階のあの屋上分は詰まってない、従って、あそこ

は台数に入ってないのかなと思ってるんですけど、

ラインは引いてあると。 

 満車になってるんだけど、上は空いてると。また、

月極めもあるんでしょうけども、そこら辺の実態は

どうなってるんですか。 

 余りたくさん利用があるもんだから、それで割れ

たとかいうのであったら、利用はわかるんですけど、

そういうのもないのでそこ辺の実態はどうなって

る。 

○都市計画課長（山村昭一郎）基本的には屋上

部分も含めての駐車台数となってございます。 

 今、委員おっしゃられたとおり、どうしてもその

月極めの部分がございまして、月極めはその１階の

どことかっていうふうなことで決めていないとい

うふうなところから、皆さんやっぱり下のほうから

とめていって、どうしても月極めでその日たまたま

とめなかったというふうな方たちがどうしても上

に追いやられてしまうということで、屋上部分が結

構空いてるというふうなところで見えるところも

あるとは思います。 

 基本的には、屋上部分を含めての駐車台数管理に

なってございます。 

○委員（新原春二）そこで修理の関係なんですけ

ども、ことしが初めてじゃないと思うんですけど。

１０年経過をするんですけど、そこら辺で今までの

そういう防水工事の経過というのはどうなんです

か。 

○都市計画課長（山村昭一郎）基本的に、今回

のように全面の張りかえっていうのは、今回が初め

て、平成１６年以降では、張りかえは今回が初めて

でございます。 

 例えばでございますけど、昨年度もちょっとパッ

チ的にひび割れが起きてたところを補修するとい

うふうな工事、補修はその都度ちょっとやってきて

るというふうなところでございます。 

○委員（新原春二）要望なんですけれども、非常

にあそこは使い勝手がよくて、利用台数も結構多い

んですけど、ぜひそうした雨漏りとか、今はないん

でしょうけども、そうした排水工事はぜひやらない

といけない、年次的にも１２年なってますから、や

らないといけないと思いますので、ぜひ市民の利用

が多いところですので、ぜひそこはきちんとやって

いただきたいと思っています。 

［「わかりました」と呼ぶ者あり］ 

○委員（谷津由尚）中郷五代線の件で、肥薩おれ

んじ鉄道のところの立体交差部というのは、今から

大変な工事に入っていかれると思うんですけど、今、

駅前の横馬場・田崎線のところのアンダーをやった

ときの工事と同じ工法でされるのですか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）基本的には一緒

というふうなところで、推進工法で掘り下げていく

ような形での工法になってございます。 

○委員（谷津由尚）今アンダーを通したそこのと

ころがＪＲ、肥薩おれんじ鉄道さんと非常にその話

が長引きまして、結果的にその工期が非常におくれ

たという経緯があるんですけど、この中郷五代線に

ついては、そん辺はどうなんでしょう。 

○建設部長（泊 正人）同じ、鉄道事業者との

協議になります。横馬場・田崎線については、ＪＲ

貨物もありましたので、ＪＲとおれんじ鉄道と２社

とやってました。駅の構内でしたので、複数線あり

まして、距離も長かったんですが、今度の中郷五代

線は単線ですので、かなり工期も短縮できて、今、

川内川河川事務所も入った３者協定でやっており

まして、しっかり協定も結ばれておりますので、前

回ほど増額とか、工期が延びるというようなことは

ないというふうに考えております。 

○委員（谷津由尚）今の時点で、この中郷五代線、

国道３号線の接続部分まで含めて大体いつぐらい

までみたら行けるだろうというめどがたっていま

すか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）一応、今のとこ

ろ事業認可としては、平成３１年度を予定してござ

います。 

 平成３１年度末での完成を目指しているという

ふうなところでございます。 

 あと、合わせまして先ほどのおれんじのアンダー

部分ですけれども、そこにつきましては、今年度継

続費を設定させていただいて平成２７年、平成２８

年、平成２９年、平成２９年度末での完成を目指し

ているというところでございます。 

○委員（川畑善照）工法としては一緒なのかも、

アンダーになるのはわかるんだけど。こちらの横馬

場・田崎線の場合はコンクリートをば、ピストンで
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何本かのピストンで押していったやり方でしたよ

ね、その工法なのかということと。もう１点は、こ

の土地購入費は、まだまだ続くんですかね。今何％。 

○都市計画課長（山村昭一郎）推進工法につい

ては基本的に同じような考えでやっていきますと

いうようなところと。あと、土地購入費ですけれど

も、現在進捗としては９０％でございます。来年度

で一応、土地購入費としては完了させるというふう

なところで今動いているというところでございま

す。 

○委員（川畑善照）土地購入費はこれで終わりと

いうことですよね。 

 あそこの一番最後がイーグルかな、カラオケです

よね。もうあそこはこの中に入っているわけですよ

ね。もうこれで終わり。 

○都市計画課長（山村昭一郎）カラオケ屋さん

のイーグルさんにつきましては、もう契約は終わっ

ております。来年度あそこは移転した後に、更地に

なった状態で土地開発公社が購入して、うちが開発

公社のほうに支払うというふうな流れになってご

ざいます。 

委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 ここで、議案第７０号にかかわる審査を一時中止

します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行い

ます。 

 当局に説明を求めます。 

○都市計画課長（山村昭一郎）所管事務調査に

つきまして、薩摩川内市都市計画マスタープランの

最終案につきまして、委員会資料別冊で御説明、報

告させていただきたいと思います。 

 まず、全体的な作成スケジュールにつきまして御

説明したいと思いますので、概要版の最終ページを

お開きください。 

 作成の流れといたしましては、現況の整理、それ

からアンケート調査を踏まえて、課題の整理を行い、

全体構想、地域別構想、実現化方策を各々検討し、

合わせて各段階におきまして地域住民に参加いた

だいた１０回のワークショップのほか、庁内の関係

課による会議や、学識者等による４回の策定委員会、

都市計画審議会等を開催し、最終の案となりました。 

 そこで今回報告をさせていただくというふうな

ところでございます。 

 では、今回の内容につきまして、この概要版の資

料に沿いまして御説明させていただきます。 

 まず１ページ目でございます。 

 マスタープランの４項目の役割、それから策定概

要として、見直しに至った経緯、計画の位置づけ、

２０年後を目標とする目標年次、都市計画区域が対

象区域であることを記載しております。 

 続いて２ページに都市づくりの基本理念と、基本

方針を記載しております。 

 これにつきましては、現在のマスタープランの目

指すべき方向性は、現時点においても変わっていな

いということで、若干の文言の修正はありますけど、

現在の計画案を踏襲しているといったところでご

ざいます。 

 続いて、３ページと４ページに、都市づくりの進

むべき姿を記載しております。 

 全国各地で、コンパクトなまちづくりを進めてい

るところでございますけれども、なぜコンパクトな

まちを目指すのかといった部分の理由、それからそ

れによるメリットといったところを３ページのほ

うに記載しております。 

 都市の活力を維持、創出し、持続可能な都市構造

とするためにも、都市施設の集約を行い、歩いて暮

らせるまちとすることが必要であり、例えば、市民

としては公共交通機関を利用して、高齢者を初め、

誰もが歩いて買い物や病院に行くことが可能であ

るとのメリットがあり、事業者、行政にも同様にメ

リットが考えられるために、当市においてもコンパ

クトなまちづくりを目指すこととしております。 

 ４ページでございます。 

 薩摩川内市の目指す姿としては、多極ネットワー

ク型コンパクトシティを目指していきたいと考え

ております。 

 イメージとしては、図のほうにございますとおり、

中心市街地のような都市拠点や、旧町の役場付近の

地域拠点など、幾つかの拠点を設定して、その間を

公共交通機関で結ぶというものでございます。 

 次に、拠点の考え方でございます。 

 中心市街地については、都市拠点とし、生活サー

ビス機能の充実及び公共交通ネットワークの再構

築による機能強化を図り、北薩地域の陸の玄関とし

てふさわしいまちづくりを図っていきたいと考え

てございます。 

 次に、旧町役場付近や市比野温泉街付近など、公

共施設等が集積する地域を地域拠点とし、各地域の
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特徴を生かした拠点の形成を図ります。 

 また、その他の拠点といたしましては、川内港タ

ーミナル周辺については、重要港湾川内港や、西回

り自動車道の広域交通体系の利便性を生かした流

通産業拠点、総合運動公園については、災害時にお

ける避難所としての機能充実を図る広域的な防災

拠点、市民病院周辺についても災害時に広域的な防

災医療を担う機能を生かす防災医療拠点とし、その

形成を図っていきたいと考えてございます。 

 今回のマスタープランの見直しにおいて、各拠点

の形成の考え方を示したことが一番大きな見直し

点というふうに考えてございます。 

 次に、５ページから８ページにかけまして、全体

構想における方針及び都市構想イメージ図を記載

しております。 

 項目につきましては、上位計画である都市計画区

域マスタープランとの整合を図る必要があること

から、７項目に分類しており、その７項目のうちの

中でまた記載している方針に沿いまして、まちづく

りを進めていきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 次に、９ページから１２ページが地域別構想とな

っております。 

 地域別構想については、まず地域の区分について、

現在の土地利用の形態、旧町単位による地域構造を

基本に、将来の都市構造を見据え、七つの地域に分

類してございます。 

 次に、各地域の方針について９ページ下段の川内

西部地域を例に御説明いたします。 

 まず、目標像でございますけれども、地域の特色

や目標を住民が参加したワークショップで議論し、

西部地域については、豊かな田園地帯、海産物、広

域交通網というふうなところから豊かな自然と田

園に恵まれたソフトに、陸の流通・交流を生み出す

まちという目標像を設定してございます。 

 また、図の中の引き出しの方針につきましては、

地域の特徴的な方針を示しているところでござい

まして、西部地域につきましては広域交通網を生か

した流通産業拠点としての基盤整備及び企業誘致

の推進や、各インターチェンジ周辺における土地利

用の方針を記載しているところでございます。 

 このような考え方に基づきまして、７地域全てを

整理しているといったところでございます。 

 次に、ちょっとページを振ってなくて申しわけな

いんですけども、最後の先ほどのフロー図の前のペ

ージでございます。 

 このマスタープランの推進について記載をいた

しているところでございます。 

 都市づくりの推進体制としては、市民、事業者、

行政が連携を図って推進していくこと、制度の活用

を図っていくこと、また、進行管理については、定

期的な点検を図り、それに基づき柔軟な計画の見直

しを図っていくこととしております。 

 簡単ではございましたけれども、都市計画マスタ

ープラン案の概要の報告は以上でございます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これを含めてこれより所管事務全般につ

いて質疑に入ります。御質疑願います。 

○委員（谷津由尚）今、都市計画マスタープラン

の仕組みをありがとうございました。 

 １点なんですけど、企画政策部で出しています定

住自立圏共生ビジョンの第２期目はというと、私は

概念の部分で相違点が出てくると思うんです。 

 例えば、医療とか、そういうものが中心部にあっ

て、そことそのインフラを整備するという向こうの

そういう基本概念なんですけども。このコンパクト

シティということをいうならば、各地域拠点ごとに

そういう施設もあると、歩いて行ける距離にあると

いう、非常にその辺が相違点となると思うんですが、

そこはちょっと企画政策部とは調整はもう終わっ

てますか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）基本的に、関係

部署、当然のことながら企画政策部企画政策課とも

協議をしながら、これは作成をしてきているといっ

たところでございます。 

 今、委員のおっしゃられた病院関係ですね。病院

関係につきましても、当然、各拠点ごとに、例えば

この中心市街地部であれば大病院、それから地域拠

点についてもその地域の医療を充実させるための

地域医療みたいな形の病院をつくっていくという

ような、各拠点ごとに当然のことながらそういう病

院、それから商業施設、その大小はございますけど

も、を整備していくと。整備っていうか配置、推進

していくというふうなところの考え方につきまし

ては、企画政策課のほうとも十分調整しながら、今

やってきているというところで作成してきたとい

うようなところでございます。 

○委員（新原春二）コンパクトシティについては、

いい考えだと思うんですけども、もう合併して１２

年を経過をして、それぞれ支所統廃合も含めて、え
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らい議論になってるんですが。旧川内市の中にも隣

接の町っちゅうのはあるわけです。 

 そういう意味では、全体的なコンパクトシティの

中で、こういう地図を見ればわかるんですが、各支

所があるところについては、地域の拠点都市という

ことでわかるんですけど、旧川内市の中にあっても、

それなりのものがあると思うんですね。 

 それが、隈之城なんかやったら１万２,０００人

いるんですよ。それで、何も点数がついてないと。

あるいはまた、水引であったにしても、西方にあっ

たにしても、何もついてない。ただ、旧川内市の置

き去りにされてるんじゃないかというきらいがあ

ると思うんですけど。そこら辺の各支所があったと

ころはもちろん、それなりのものは当然必要なんで

すけど、旧川内市にあった中で高江でありますとか、

そういうところは結構、人口的にもあるわけですね。 

 そういうようなところの考えというのはどんな

ふうに考えてらっしゃいますか。 

○都市計画課長（山村昭一郎）基本的に、例え

ば旧川内市で申しますと、今委員おっしゃられたと

おり隈之城の方面にもかなりの人口いますんで、南

部のほう、高江のほうにもかなりな人口がいるって

いうふうなところで、そういうふうな皆さんの人口、

例えばこの川内の市街部に全部集めるということ

は基本的に不可能でございます。 

 今後、この考え方につきましては、拠点として整

備する、そこに全てを集めるっていうふうな意味合

いではなくて、そこにいてあとは拠点の付近にも例

えば将来的にいったら集落というか、固まっていか

せる、そこをまたミニデマインド交通というか、そ

ういうので結んでいくというような考え方でござ

います。 

 といった意味にいったら、当然、今おっしゃられ

た隈之城、この川内地域の中でもその隈之城、多い

ところが今ほったらかしにされてるというふうな

意味合いではなくて、そこではそこの拠点を、集落

という拠点を形成していくっていうふうな形での

まちづくりを今後進めていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 当然のことながら、なかなかちょっと難しい部分

はございますけれども、そこにもう集落をつくって、

どういうふうにネットワークをさせていくかとい

うところを充実させていかなければ今回の計画と

いうものは成り立っていきませんので、そういうよ

うな関係部署と十二分にはまた調整をしていきた

いというふうに考えているところでございます。 

○委員（新原春二）そうであれば、特段にまだそ

ういうマークをしていくんであれば、旧川内市のと

ころにマークもしてもいいんじゃなかろうかと。そ

こにマークがなければ、何もマスタープランですか

ら、あとの施策はなってこないわけですよ。例えば

地域拠点であった場合、入来なら入来、祁答院なら

祁答院に地域にありますよと、そこに、これからま

だいろんな施策が打ってこられるわけですよね。打

ってこれるわけですよ。そこにマークがなかったら

今からのプランっていうのは打ってこれないわけ

でしょ、そこを私は言ってるわけですよ。そういう

意味では置き去りにされていくんじゃないのと。隈

之城は別にしても、まだ大きいですから、１万２,

０００人おるんですから、祁答院と入来とを合わせ

ただけの人数はけっこうおるんですよ。人間はおる

んだけれども、例えば西方であるとか、水引地区だ

とか、そういうところは結構置き去りにされていく

んじゃないか、そこを心配をしているわけですよ。 

○都市計画課長（山村昭一郎）例えばでいきま

すけれども、概要書の１１ページをお開きください。 

 今の隈之城地域につきましては、この南部地域と

いうふうなところに含まれておりまして、この南部

地域においてもこのような施策をもとにまちづく

り、都市づくりというものを進めていきたいという

ふうに考えているといったところでございます。 

 最初言われた、水引につきましても、戻っていた

だきまして９ページで西部地域のほうに含まれて

ございますので、このような考え方のもとにまちづ

くりを進めていきたいと、何もその全然置き去りに

しているとかいう考えは全然こちらのほうではな

いところでございます。 

○委員（新原春二）要望ですけども、今、合併を

して、だんだん人口は減りますけども、合併をして

薩摩川内、大きな枠になるわけですんで、もうお互

いのそういう一体感を、醸成を、今まできたっちゅ

うふうに言われてますけど。まだまだだと思うんす

けど。そうした一体感をするためには、やっぱりこ

れからそういうふうなものに目を向けていかなき

ゃならないのかな。 

 例えば甑島なら、甑島に終点を置くんだけども、

それはそれとして、案外、旧川内市の人たちの中に

は「川内はうっちょかれやせんか」と。「旧川内市

はうっちょかれやせんか」というようなものもあり

ますので、地域の拠点がありますからそういう拠点
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をたくさん置いて、したほうがいいのかなっていう

ような感じを持ちましたので、ぜひそういう面では

このプランの中で補完をしていただきたいという

ことで要望しておきます。 

○委員長（宮里兼実）ありませんか。ないですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で都市計画課を終わります。御苦労さまでし

た。 

────────────── 

△区画整理課の審査 

○委員長（宮里兼実）次に、区画整理課の審査に

入ります。 

────────────── 

△議案第５７号 薩摩川内都市計画事業天

辰第二地区土地区画整理事業施行条例の制

定について 

○委員長（宮里兼実）まず、議案第５７号薩摩川

内都市計画事業天辰第二地区土地区画整理事業施

行条例の制定についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第５７号薩摩

川内都市計画事業天辰第二地区土地区画整理事業

施行条例の制定について御説明いたします。 

 それでは、議案つづりその２の５７－１ページを

お開きください。 

 提案の理由については、本会議で部長が説明され

たとおりであります。 

 施行条例の内容ですが、５７－２ページをお開き

ください。 

 天辰第二地区施行条例は、天辰第一地区施行条例

をもとに作成しており、天辰第一地区と異なるとこ

ろだけを御説明させていただきます。 

 第１章の第１条から第３条においては、天辰第二

地区の趣旨、事業の名称、施行地区に含まれる地域

の名称であります。 

 次のページ５７－３ページをお開きください。 

 第１０条でございます。審議会の委員の定数につ

いては、土地区画整理法の５７条の規定により、施

工面積５０ヘクタールから１５０ヘクタール未満

の場合、１０名から１５名となっており、天辰第二

地区におきましては、施工面積約５０.９ヘクター

ルであることから、審議会の委員を１０名としてお

ります。 

 天辰第一地区の審議委員は１５名であります。 

 その他施行条例については、天辰一地区の施行条

例と同じでございます。本条例は平成２８年４月１

日から施行するものでございます。 

 続きまして、議案資料の３ページをお開きくださ

い。議案資料でございます。 

 天辰第二地区の事業計画概要を説明させていた

だきます。 

 名称につきましては、薩摩川内都市計画事業天辰

第二地区土地区画整理事業、施工面積約５０.９ヘ

クタール。 

 事業期間が平成２８年度から平成４２年度、１５

年間でございます。 

 計画人口１,９６０名、減歩率３３.２７％でござ

います。 

 公共減歩が２８.１４％、保留地が５.１３％でご

ざいます。 

 総事業費が９１億５,２００万円でございます。 

 現在、国と協議中でございます。 

 今後のスケジュールについてはお目通しくださ

い。 

 その他でございますが、薩摩川内市特別会計の条

例の一部を改正し、天辰第二地区土地区画整理事業

会計を設置するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第６５号 平成２７年度薩摩川内市

天辰第一地区土地区画整理事業特別会計補

正予算 
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○委員長（宮里兼実）次に、議案第６５号平成２

７年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事業

特別会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第６５号平成

２７年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事

業特別会計補正予算について御説明申し上げます。 

 まず、歳出のほうから御説明申し上げます。 

 予算書、予算に関する説明書の８３ページをお開

きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費２３万７,００

０円の補正につきましては、国家公務員の給与に関

する法律等の一部改正により、本市の給与に関する

条例の一部改正に合わせて人件費を補正要求する

ものでございます。 

 次に、歳入について御説明申し上げますので、前

に戻っていただき８２ページをお開きください。 

 ５款１項１目一般会計繰入金２３万７,０００円

は歳出の補正に伴う、財源調整に伴い増額するもの

であります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第６１号平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第６１号平成

２７年度薩摩川内市一般会計補正予算のうち、区画

整理課のかかわる一般会計補正の予算の歳出につ

いて御説明申し上げます。 

 予算に関する説明書の３２ページをお開きくだ

さい。 

 ８款５項３目土地区画整理総務費であります。備

考欄をごらんください。 

 天辰第一地区土地区画整理事業特別会計の補正

に伴い、一般会計からの繰入金２３万７,０００円

を増額するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号一般会計補正予算の審査を

一時中止します。 

────────────── 

△当初予算の審査 

○委員長（宮里兼実）次に、平成２８年度予算の

審査に入ります。 

○委員長（宮里兼実）まず、部長に概要説明を求

めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、区画整理課

の平成２８年度当初予算について概要の説明をい

たします。 

 区画整理課におきましては、一般会計ベースで歳

出総額を５億１,８８２万円と措置をし、終盤に差

しかかりました天辰第一地区の整備を引き続き進

めることといたしております。 

 また、いよいよ新規事業といたしまして、天辰第

二地区の事業化に向けた作業に入ってまいります。 

 本会議で御提案いたしましたとおり、特別会計を

立ち上げ、換地設計や測量設計の委託業務の予算を

措置させていただきました。 

 なお、一地区と二地区の区域界に生じます段差や

浸水想定箇所の不安解消のため、関係機関との協議

を急ぎ、早い段階で工事着手できるように努めてま

いります。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明があり

ますので、よろしくお願いいたします。 

────────────── 
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△議案第７７号 平成２８年度薩摩川内市

天辰第一地区土地区画整理事業特別会計予

算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第７７号平

成２８年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理

事業特別会計予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第７７号平成

２８年度薩摩川内市天辰第一地区土地区画整理事

業特別会計予算について御説明申し上げます。 

 予算内につきましては、歳出のほうから御説明申

し上げます。 

 予算調書の２９６ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費は、天辰第一地

区土地区画整理事業にかかわる経費として、３億８,

１７４万３,０００円を計上しております。 

 経費の主な内容ですが、一般職４人分の給与費及

び建物等補償業務担当として、建築士業務嘱託員の

報酬ほか、測量設計業務委託として笹脇墓地移転計

画作成、仮換地指定変更業務委託等１,１３０万円、

第２三堂橋上部工及び上下部工及び道路築造工事

及び造成工事に３億２,５００万円、職員厚生会負

担金としまして、２万６,０００円、工作物等移転

補償費としまして、水道管移転補償、電柱移転補償

費に１,５５０万円を計上しております。 

 次に、同じく２９６ページの下の欄をごらんくだ

さい。 

 ２款１項１目公債費元金は、天辰第一地区土地区

画整理事業で借り入れた長期債の償還元金として

２億５,７２８万５,０００円を計上しております。 

 次に、２９７ページをお開きください。 

 ２款１項２目長期債償還利子は、天辰第一地区土

地区画整理事業で借り入れた長期債の償還利子と

して２,７２４万２,０００円を計上しております。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 予算調書の２９５ページをお開きください。 

 １番目の１款１項１目事業収入５,０００万円は、

保留地処分金を計上しております。 

 ２番目の３款１項１目国庫補助金９,３９０万円

は土地区画整理事業費補助金であります。 

 事業に充当される補助金は、活力創出基盤整備事

業が５５％、市街地整備事業が４０％となっており

ます。 

 ３番目の４款１項１目県補助金３４６万４,００

０円は土地区画整理補助金で、県管理道路整備にか

かわる補助金を計上しております。 

 ４番目の５款１項１目一般会計繰入金４億８,０

２９万６,０００円は、国庫補助金及び市債の充当

額を除いた天辰第一地区土地区画整理事業費、並び

に長期債の償還利子元金及び利子に充当する一般

会計からの繰入金であります。 

 ５番目の８款１項１目土地区画整理事業債３,８

６０万が国庫補助事業にかかわる合併特例債であ

ります。充当率は９５％です。 

 ６番目の９款１項１目土木使用料１万円は、電柱

等の道路占用料に伴う行政財産使用料として収入

するものであります。 

 次に、地方債について御説明申し上げます。 

 予算に関する説明書の２７５ページをお開きく

ださい。 

 第２章地方債では、当該土地区画整理に伴い、合

併特例事業債を借り入れることが、地方債の限度額

起債の方法、利息償還の方法について表に記載のと

おり定めようとするものであります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

○委員（新原春二）第一区画がほぼもう終わって

いくんですけれども、予算のところで５,０００万

円の保留地処分が出てますよね。この内訳がなんで

すけど、大体何筆ぐらいの処分ができるのか、総体

的に言えるのであれば、そこらの評価額をわかった

ら教えてください。 

○区画整理課長（川畑 稔）現在の保留地の一

般保留地ですが、９件の５,７９８万円を予定して

おります。 

 また、一般保留地の未収入分でございますが、３

億５,０００万程度あります。 

 造成をして、また今後販売するということと、付

け保留地等も含めてでございます。 

 残保留地につきまして４億５,０００万程度あり

ます。 

 金額につきましては、約平米の２万４,０００円

程度でございます。 

 平成２７年度の実績が４,８００万円の保留地処

分金が入っております。 

○委員（新原春二）平成２８年度については、９

件の５,７９８万円ということですね。 
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 総体的に４億５,０００万保留地があるというこ

とですよね。最終的にこれはまだ処分をされていく

んでしょうけれども。これで言いたいのは、第一地

区の今までに、処分をされたところ、結構高めで入

ってましたよね。民間の売値については、かなり安

かったということで、そこ辺のギャップが二、三万、

坪単価であったんだろうと思いますけど。そこら辺

の高く売れればもちろんそのほうがいいんですけ

ども、民地が安くてどんどん売れていくので、そう

いった調整、民間民地、民間の販売価格と、この事

業での販売価格の整合性、そういうものはどう考え

ていらっしゃいますか。 

○区画整理課長（川畑 稔）保留地処分につき

ましては、昨年度も鑑定を入れまして評価額を決め

させていただきまして販売をさせていただいたと

ころで、民間ベースとほぼ似通った価格で販売をし

ているところです。 

○委員（新原春二）本当ですか。 

○区画整理課長（川畑 稔）はい、昨年度、鑑

定を入れまして価格の変更をしております。 

○委員（新原春二）去年、変更したわけですね。 

 去年、最初売り出しのときには、二、三万、相当

な差があって売れないよっちゅう話でしたので、そ

こ辺は考慮されて、できればもう早い時期に販売を

されて、数値がとんとんいくようによろしくお願い

します。要望しておきます。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第７８号 平成２８年度薩摩川内市

天辰第二地区土地区画整理事業特別会計予

算 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第７８号平成２

８年度薩摩川内市天辰第二地区土地区画整理事業

特別会計予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第７８号平成

２８年度薩摩川内市天辰第二地区土地区画整理事

業特別会計予算について御説明申し上げます。 

 予算の内容につきましては、歳出のほうから御説

明いたします。 

 予算調書の２９９ページをお開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費は、天辰第二地

区土地区画整理事業に関わる経費として、７,０６

０万円を計上しております。 

 経費の主な内容は、土地区画整理審議会委員、評

価委員の報酬、一般職一人分の給与費とか、測量設

計業務委託として、換地設計委託、工事実施設計業

務を６,１００万円、職員厚生会負担金８,０００円

を計上しております。 

 次に、歳入について御説明申し上げます。 

 予算調書の２９８ページをお開きください。 

 １番目の３款１項１目国庫補助金３,０８０万は

土地区画整理事業費補助金でございます。事業に充

当される補助率は５５％となっております。 

 ２番目の４款１項１目県補助金１７５万１,００

０円は土地区画整理補助金で県管理道路整備にか

かわる補助金を計上しております。 

 ３番目の５款１項１目一般会計繰入金３,８０４

万９,０００円は、国庫補助金の充当額を除いた天

辰第二地区土地区画整理事業費に充当する一般会

計からの繰入金でございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第７０号平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）議案第７０号平成

２８年度薩摩川内市一般会計予算のうち、区画整理

課にかかわる一般会計予算の歳出について御説明

いたします。 

 予算調書の２１１ページをお開きください。 

 ８款５項３目土地区画整理総務費は、天辰第一地

区及び天辰第二地区土地区画整理事業特別会計の

繰出金にかかわる経費として５億１,８８０万４,

０００円を計上しております。 

 経費の主な内容は、田麦公園管理に係る便所光熱

費及び定期検査手数料並びに清掃等業務委託料を

計上しております。 

 また、まちづくり情報交流協議会費、まちづくり

区画整理協会費、並びに九州ブロック都市計画再生

整備計画事業研修会負担金を計上しております。 

 また、天辰第一地区、第二地区土地区画整理事業

特別会計繰出金として５億１,８３４万５,０００

円を計上しております。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 予算調書の６０ページをお開きください。 

 １６款３項６目県委託金２万円は、権限移譲事務

委託金として収入するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第７０号にかかわる審査を一時中止

します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行い

ます。 

 当局に説明を求めます。 

○区画整理課長（川畑 稔）それでは、平成２

８年度の事業概要について、前のほうで図面にて説

明させていただきます。 

 よろしくお願いします。 

 平成２８年度ですけども、先ほどから話が出てる

んですが、天辰第一地区につきましては、平成２８

年度で段差以外はほとんど完了するということで、

メーンでございますけども、残り橋梁が一つ、１本

なんですけれども、第２三堂橋を本年度補助もらっ

て整備をする予定でございます。 

 この周辺のところがもう整備が済むということ

と、新立山橋につきましては、３月の２２日ごろか

ら、橋梁の上部工をかけるということで現在事業を

進めているところでございます。 

 あと、寺前古墳の周辺の道路の舗装、並びに河川

等の整備、この１６街区だけが残っておりまして、

ここも整備すれば完了というような形でございま

す。 

 それから今、笹脇墓地の移転について、墓地管理

組合と協議をしているわけですけれども、本年度今

後どのようにするかということで関係者の方々と

協議をしまして、方向性を決めていくというような

形で調査委託を４００万円程度計上させていただ

いているところでございます。 

 あと、２地区につきましては、先ほども部長のほ

うからも説明がございましたとおり、全体の５０ヘ

クタールの換地設計と、それから実施設計も進めて

いくということで、今後、地権者と協議を進めなが

ら仮換地の位置等に時間を要すると思います。 

 できましたら平成２９年度から第１次の換地指

定をとしまして、段差解消のところの整備を進めて、

天辰一地区を完了するというような形で進めてい

こうというふうに考えているところでございます。 

 簡単でございますけれども、平成２８年度の事業

概要の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○委員（谷津由尚）済みません、新立山橋がその

上のほうにありますよね。今、おっしゃったとこ。

そうそこです。そこを通る道路というのは、外環状

線に将来的なるという位置づけですよね。 

○区画整理課長（川畑 稔）はい、外環状線に

なります。 

 ここからこうつながって通るような計画で一応。 

○委員（谷津由尚）ですよね。その第二工区が今

その左側のオレンジの区画のところなんですけど。

向こう１５年間、その外環状道路は全然つながらな
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いと。その地図からいくとそうなるんですけど。そ

の外環状道路だけでも、その第二工区で通らない部

分だけでも、その道路だけでも通すべきじゃないか

なと思うんです。そうすることによって、ガード下

くぐって、その堤防沿いにずっと走ってくる道路だ

けじゃなくて、そちらにもちょっと半分ですけど、

外環状の役は果たせるかなというふうには思うん

ですよね、今から９１億かけるわけでしょ。もうち

ょっとかけたら、そこ辺、通るんじゃないですか。

どうなんですか。 

○区画整理課長（川畑 稔）基本的には、最終

的には通さなくちゃいけないということで、地元説

明会の中で三地区まで含めて計画、その中で道路も

つくるというような、基本的な計画としてるんです

けれども。国との協議の中で事業期間を１０年と、

最長でも１５年ということから考えたときに、河川

改修と並行するということで、まずはこの５０ヘク

タールの整備をしようということで、ある程度方向

性が決まった段階で三地区については地元と今後

協議を進めていきたいということで話をしており

ます。 

 当然、今、言われるように、万が一、三工区がで

きない場合でも、この都市道路だけは整備をせざる

を得ないというふうには考えております。 

○委員（谷津由尚）わかるようで、わからなかっ

たんですけど。ですから、そぶっちゃけた話、第二

工区の期間内に、外環状の半分だけでも通すと、そ

この東郷にいくその路線までにぶつかるようには、

その道路だけでは何とか整備できないのかなと思

うんですね。 

 でないと、新立山橋とかもったいないんですよね、

橋梁かけるのが。 

 その可能性はどうなんですか。可能性はゼロじゃ

ないんですか。 

○区画整理課長（川畑 稔）可能性はゼロでは

ないです。 

 ただ、期間がかかるということで、基本的には通

すというのが前提で考えております。 

○委員（新原春二）市道や要するに一番下のそれ。

それそれ。それは第一区でできますよね。第二区に

移ると通っていくんだけれども、基本的に今どんな

工法でやっていくのかわかりませんが、その道路だ

け早く二区の一番最初にその道路だけ早くつける

っちゅうことはないんですか。 

○区画整理課長（川畑 稔）基本的に道路だけ

というのは、ちょっと建物移転とかいろいろありま

すので、厳しいんじゃないかということで。こちら

としては一地区のほうから攻めていきたいという

ことと。あと国との協議の中で、今後どのようにな

っていくか、できるだけ整備を早めに進めていきた

いということで、公換金を活用しながら、この周辺

を整備しながら押し出していくというような形に

なると思いますが。暫定的に道路を仮設道路とか、

そういうのが可能かと思うんですが。あくまでもこ

の周辺にある建物をどういうふうに動かすかとい

うことと、なかなか国の補助が今、毎年、１００％

もらえない状況でありますので、予算をつけても、

なかなか厳しいというような形でした。 

 まずは一地区を早めに済まして、清算までいきた

いというのがこちらの考え方です。 

○委員（新原春二）引堤をずっとまたしていくん

だけども、今まで大小路も一緒なんですが。工事の

進捗を決めて、引堤をずっと通していくわけですよ

ね。天辰の方々が堤防の河川敷が広くなるっちゅう

ことで、公園化もしてほしいという要望もあったり

して。そこら辺の整備がいつごろできるんだろうか

っていう、いろいろ話を聞かれるんですよね。最終

的に、１５年あとにはできるんでしょうけども。堤

防の引堤がどういう作業で引いていかれて、河川敷

の公園化がどうなっていくかというのは見えませ

んか。 

○区画整理課長（川畑 稔）今、言えるのは、

平成２８年度に地元説明会等を開きますので、河川

事務所とも協議をしながら、どういうような形で進

めていくかと。例えば建物移転、低いところ、高い

ところいろいろあるんですけれども、この周辺の土

砂をどういうふうに持ってくるかとか、その辺も含

めて今後細かい協議に入ってくるのかなというこ

とで。現段階ではまだ実施設計も発注してませんの

で、まだ漠然として見えないところです。 

 それが決まり次第、また委員会等で方向性を示さ

せていただければと思っております。 

○委員（新原春二）それからもう１点、それから

墓地の関係、長年のものになっていますけども、最

終的にはどういうところが問題になって、どういう

ふうに進めていこうとしてる。 

○区画整理課長（川畑 稔）ここは、現益地換

地、現在のところにある程度集約しておきまして、

今まで仮換地指定をここはされてなかったところ

でございます。 
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 昨年、委員会で、今の現況の墓地を含めて仮換地

指定を設定しようと。事業進められないということ

で、仮換地を設定してあります。 

 最終的には、全体的な整備をしたいんですが、な

かなかこの段差がありまして、地権者の方がもうそ

のままの状態でもいいというような形の人もいら

っしゃいまして、全体的にも移したいという中で、

今、墓地管理組合の中で方向性を見出してほしいと

いうことで、市としては話をしておりまして。最終

的には一部整備になるか、全体整備になるか、本年

度またその辺を方向性を決めて、減歩率も若干あり

ますので、今、墓地を当初予定してた管理組合の委

員も、委員数、減りまして、その辺も今、調整して

おります、組合員を。 

 最終的に組合が決まって、それでどういう方向性

になるかというのを今、管理組合の役員の方々と協

議を進めているところです。 

○委員（新原春二）例えば、聞くところによれば

一人が反対をされているっていう話を聞くんです

けど。そういうのが、例えば一人がだめなときは、

全部だめになるのか、そこだけ残して仮換地をする

のか、そこら辺は方法としてはどうなんですか。 

○区画整理課長（川畑 稔）基本的には、管理

組合の同意を得て、市は進めていくという形で 

。基本的には全員の同意をいただきたいなというの

が考え方です。 

○委員（新原春二）管理組合で方向が出たら、そ

の方向で市としてはやっていくというような。 

○区画整理課長（川畑 稔）管理組合のほうか

らそれで同意が市のほうにきたら問題ないという

ことで。来れば、その辺があとでまた同意してない

のにという話で来られると、市としても困りますの

で。基本的にはあくまでも皆さんの合意をとってほ

しいというような形で。最悪の場合は、そのエリア

だけ抜くとか、外すとか、そういうふうにせざるを

得ないと思います。 

 ほかの墓地につきましては、収用でも打てるんで

すけど、結局、埋め立てたり切ったりしないと事業

が進まないということなんですが。ここについて現

益地ですので、ただ市としては整備を進めていくと

いうふうに話を進めてますので、そういうふうな形

で持って行きたいというような形なんですが。それ

につきましては全員の、ある程度の方向性が決まら

ないことには、市のほうとしても次の段階にいけな

いというような形で。ただ、このままに置いてたら

先に進まないもんですから、昨年、仮換地指定をう

って、いつでも処分ができるような形に進めていき

たいというふうに現在やってるところです。 

○委員（新原春二）わかりました。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。 

 質疑は尽きたと認めます。 

 以上で区画整理課を終わります。御苦労さまでし

た。 

 次に、入来区画整理推進室までいきますけど、き

ょう、建築住宅課までいきますか。 

[「はい」という者あり] 

○委員長（宮里兼実）それでは、いきます。 

────────────── 

△入来区画整理推進室の審査 

○委員長（宮里兼実）次は、入来区画整理推進室

の審査に入ります。 

────────────── 

△議案第６６号 平成２７年度薩摩川内市

入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計

補正予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第６６号平

成２７年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整

理事業特別会計補正予算を議題とします。 

当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）入来区画

です。よろしくお願いします。 

 議案第６６号平成２７年度薩摩川内市入来温泉

場地区土地区画整理事業特別会計補正予算につい

て、御説明申し上げます。 

 補正予算の内容について、歳出のほうから説明い

たしますので、予算に関する説明書の９３ページを

お開きください。 

 １款１項１目土地区画整理事業費において、１５

万９,０００円を増額するものであります。 

 これにつきましては、国家公務員の給与に関する

法律等の一部改正に伴い、本市の給与に関する条例

等の一部改正に合わせて人件費を補正要求するも

のであります。 

 次に、歳入について御説明いたしますので、前に

かえりまして９２ページをお開きください。 

 ４款１項１目一般会計繰入金は、職員給与改定経

費に伴います財源調整であります。 

 以上で、説明を終わります。よろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり
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ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第６１号平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）議案第６

１号平成２７年度薩摩川内市一般会計補正予算の

うち、入来区画整理推進室にかかわる一般会計予算

の歳出について御説明申し上げます。 

 予算に関する説明書の３２ページをお開きくだ

さい。 

 ８款５項３目土地区画整理費において、入来区画

整理推進室分として、１５万９,０００円の増額を

お願いしております。 

 これにつきましては、給与改定経費に伴い、財源

調整したものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し上

げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号平成２７年度薩摩川内市一

般会計補正予算の審査を一時中止します。 

────────────── 

△当初予算の審査 

○委員長（宮里兼実）次に、平成２８年度予算の

審査に入ります。 

────────────── 

△建設部長の概要説明 

○委員長（宮里兼実）まず、部長に概要説明を求

めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、入来区画推

進室について説明をさせていただきます。 

 一般会計ベースで歳出総額を２億８,２５１万円

といたしております。道路築造や整地工事を行って

おります。 

 柴垣湯跡地の造成も完了をいたしまして、取り付

け道路の整備に着手してまいります。 

 また、未着手の家屋移転等につきましても積極的

な交渉を展開してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 詳細につきましては、室長のほうから説明がござ

いますのでよろしくお願い申し上げます。 

────────────── 

△議案第７９号 平成２８年度薩摩川内市

入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計

予算 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第７９号平

成２８年度薩摩川内市入来温泉場地区土地区画整

理事業特別会計予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）議案第７

９号平成２８年度薩摩川内市入来温泉場地区土地

区画整理事業特別会計予算について、御説明申し上

げます。 

 まず、歳出のほうから説明いたしますので、予算

調書の３０１ページをお開きください。 

 １款１項１目入来温泉場地区土地区画整理事業

費は同事業にかかわる経費３億２,７８８万７,０

００円であります。 

 経費の主な内容は、一般職３名の給与、建物等調

査業務委託費、道路築造工事費、建物等移転補償費

等であります。 

 次に、下の段をごらんください。 

 ２款１項１目長期債償還元金は、入来温泉場地区

土地区画整理事業にかかわります過去に借り入れ

た長期債償還元金１億２,３６０万２,０００円で

あります。 

 次のページ、３０２ページをお開きください。 

 ２款１項２目長期債償還利子は、入来温泉場地区

土地区画整理事業にかかわります過去に借り入れ
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た長期債償還利子６０６万１,０００円であります。 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 前にかえりまして予算調書の３００ページをお

開きください。 

 １款１項１目事業収入５００万円は、事業進捗に

伴い、売却可能となる保留地の処分収入の見込み額

であります。 

 次の３款１項１目国庫補助金から、７款１項１目

土地区画整理事業債までの歳入につきましては、交

付金９,５７０万円、一般会計繰入金２億８,２５１

万９,０００円、合併特例事業債７,４３０万円は、

歳出に伴い収入されるものであります。 

 次の８款１項１目使用料は、行政財産使用料であ

ります。 

 次に、地方債について説明いたしますので、予算

書、予算に関する説明書の３０９ページをお開きく

ださい。 

 第２表、地方債では、当該土地区画整理事業に伴

い、借り入れます地方債の限度額起債の方法、利率、

償還の方法につきまして表に記載のとおり定めよ

うとするものであります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し上

げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

○委員（新原春二）建物移転の関係についてです

が、２億２,０００万、３,０００万近くのお金が予

算を組んであります。あと何棟ぐらい建物移転をし

なけりゃならないのか、できれば地図があったら地

図で説明をしていただければよろしいです。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）建物移転

につきましては、計画で１９５戸のうち、平成２７

年度、本年度までに１５５戸完了しております。 

 進捗率でいきますと、７８％ほどです。 

 平成２８年度につきましては、このまま国の予算

もつくとなると、約１０戸ほどを予定をしておりま

して、これは済みません約８５％ぐらいにはなろう

かと思います。 

 場所につきましては、後ほど所管事務調査のほう

で、前で説明させていただきます。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第７０号平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）議案第７

０号平成２８年度薩摩川内市一般会計予算のうち、

入来区画整理推進室分について説明をいたします。 

 予算調書の２１２ページをお開きください。 

 ８款５項３目土地区画整理総務費２億８,２５１

万９,０００円は、入来温泉場地区土地区画整理事

業特別会計に必要な繰出金を計上するものであり

ます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し上

げます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで議案第７０号にかかわる審査を一時中止

します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行い

ます。 

 当局に説明を求めます。 

○入来区画整理推進室長（引地明吉）平成２８

年度の事業場所についてグループ長のほうから説

明をさせます。よろしくお願いします。 

○温泉場地区グループ長（納 昌一郎）平成２

８年度の事業概要について御説明いたします。 

 まず、前の図面のほうで説明します。 
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 この青色で着色してある部分については、平成２

７年度の実施済みの箇所です。あと、湯之山館がご

ざいまして、ここにアクセスする本町通り線の道路

築造が終わってるんですけど、まだ舗装が終わって

ませんので、平成２８年度の事業で実施いたします。 

 あと、そこの交差点の部分の駅前温泉場線の舗装

工事についても同様に、平成２８年度に実施いたし

ます。 

 黄色で着色してあるところと、緑で着色してある

部分の造成についても、平成２８年度に実施しまし

て補償につきましては、ここに２６街区がありまし

て、湯之山館が隣接しております。 

 ここの中心に約１０戸ほど補償する予定でござ

います。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○委員（谷津由尚）１点、昔の旧入来の温泉場っ

つったら、その地図でいう右側の上のほうなんです。 

 そこは旧道が湯之山館に本来はつながってたん

ですが、上のほうからじゃないですか。地図がよく

わからない。 

○温泉場地区グループ長（納 昌一郎）ここが

前の温泉場の本通りです。 

○委員（谷津由尚）ですね。その通りから、その

湯之山館には今上がれないんですよね、段差がつい

て。 

○温泉場地区グループ長（納 昌一郎）そうで

すね。ここに一応、仮設道路がついてますね。 

○委員（谷津由尚）そこは今、平成２８年も全然

状況的にもその部分はかわらない。今のままですね。 

○温泉場地区グループ長（納 昌一郎）今のま

まです。 

○委員（谷津由尚）将来的なアプローチはどうな

るんですか。そこは旧道にスムーズにいけるように

はなるんですか。 

○温泉場地区グループ長（納 昌一郎）将来的

には、温泉場の入り口がありまして、都市計画道路

の本通り辻原線を築造しまして、あと、ここに本町

通り線ってあるんですけど、ここまではできあがっ

ていて、ここにタッチする形で築造する予定です。 

○委員（谷津由尚）わかりました。 

○委員（新原春二）本年度の移転をする１０戸っ

ていうのは、移転先はどこ。 

○温泉場地区グループ長（納昌一郎）移転先は

大体現位置に。 

○委員（新原春二）現位置に。 

○温泉場地区グループ長（納昌一郎）１回どい

ていただいて、また、そこに造成して帰ってくると

いうことになります。 

○委員（新原春二）前の柴垣湯のあとのその目立

った青色のところ、そこはどうなってる。 

○温泉場地区グループ長（納昌一郎）今、造成

が一応終わりまして、ここの換地が市有地になって

るんですけど、とりあえずまだ市有地という換地だ

け当てまして、計画はまだない状況です。 

○委員長（宮里兼実）ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑は尽きたと認めます。 

 以上で入来区画整理推進室を終わります。御苦労

さまでした。 

────────────── 

△建築住宅課の審査 

○委員長（宮里兼実）次に、建築住宅課の審査に

入ります。 

────────────── 

△議案第５８号 薩摩川内市手数料条例の

一部を改正する条例の制定について 

○委員長（宮里兼実）それでは、議案第５８号薩

摩川内市手数料条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）建築住宅課です。

よろしくお願いします。 

 議案第５８号薩摩川内市手数料条例の一部を改

正する条例の制定について、御説明いたします。 

 資料は、議案つづりその２の５８－１から、５８

－６ページになります。 

 説明のほうは議会資料の５ページをお開きくだ

さい。 

 改正内容の１つ目が、長期優良住宅建築等計画の

認定についてでございます。 

 これは、平成２１年６月に施行されました長期優

良住宅の普及の促進に関する法律により、長期にわ

たり良好な状態で使用するための措置が講じられ

た優良な住宅の建築及び維持・保全に関する計画を

認定する制度で、施行以降、昨年１２月までに市内

５５２棟の新築住宅が認定されております。 

 今回、施行規則の改正によりまして、既存住宅に

おいても増築や改築を行い、長期優良化する認定基

準が追加されたため、それらの認定の審査に要する

手数料を定めるものでございます。 



－37－ 

 

 また、もう一つが、建築物のエネルギー消費性能

の向上に係る認定についてでございます。 

 これは、昨今の社会経済情勢の変化に伴い、建築

図におけるエネルギーの消費量が著しく増加して

いることに鑑み、建築物のエネルギー消費性能の向

上に関する法律の施行により、認定制度が新たに創

設され、それらの認定審査に要する手数料を定める

ものでございます。 

 その一つが、建築物エネルギー消費性能向上計画

の認定で、これは新築、または改修の計画がエネル

ギー消費性能の誘導基準に適合しているものにつ

いて認定するものでございます。 

 もう一つが、建築物エネルギー消費性能にかかる

認定でございまして、既存建築物が省エネの基準に

適合してるものについて、認定するものでございま

す。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第５９号 薩摩川内市営住宅条例の

一部を改正する条例の制定について 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第５９号薩摩川

内市営住宅条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）薩摩川内市営住宅

条例の一部を改正する条例の制定について、御説明

いたします。 

 資料は、議案つづりその２の５９－１から５９－

２ページになります。 

 説明は、議会資料の６ページをお開きください。 

 改正内容は老朽化の著しい入来町浦之名にあり

ます中須住宅１棟４戸について、その用途を廃止し

ようとするものでございます。 

 改正後の市営住宅の管理戸数は９２団地３２２

棟２,０４７戸となります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第６０号 薩摩川内市建築審査会条

例の一部を改正する条例の制定について 

○委員長（宮里兼実）次に、議案第６０号薩摩川

内市建築審査会条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）薩摩川内市建築審

査会条例の一部を改正する条例の制定について説

明いたします。 

 資料は、議案つづりその２、６０－１から６０－

２ページであります。 

 議会資料の７ページをお願いいたします。 

 改正内容は地域の自主性及び自立性を高めるた

め、改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律の施行により、建築基準法第８０条が削除さ

れ、条例委任されることから、本条例の一部を改正

するものでございます。 

 建築基準法第８０条には、建築審査会の委員の任

期について、第１項で任期は２年とすると、第２項



－38－ 

 

で再任について記載されております。 

 この条文が削除されたことに伴い、国土交通省が

定める基準を参考にして、同じ内容を条例に追加す

るものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。ないですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 これより討論、採決を行います。 

 討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）討論はないと認めます。 

 これより採決を行います。 

 本案を原案のとおり可決すべきものと認めるこ

とに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決

定しました。 

────────────── 

△議案第６１号 平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第６１号平成２７年度薩摩川内市

一般会計補正予算を議題とします。 

 当局に補足説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）議案第６１号平成

２７年度薩摩川内市一般会計補正予算について、御

説明いたします。 

 予算に関する説明書（第８回補正）の３３ページ

をお開きください。 

 歳出について説明いたします。 

 ８款６項１目住宅管理費の９７万６,０００円の

増額は、職員等の給与改定経費等を措置するもので

ございます。 

 増額につきましては、午前中建設政策課長のほう

で説明させていただいたとおりです。よろしくお願

いします。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。質疑願います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 ここで、議案第６１号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△議案第７０号 平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算 

○委員長（宮里兼実）次に、審査を一時中止して

ありました議案第７０号平成２８年度薩摩川内市

一般会計予算を議題とします。 

○委員長（宮里兼実）まず、部長に概要説明を求

めます。 

○建設部長（泊 正人）それでは、建設部最後

の建築住宅課の平成２８年度当初予算概要につい

て御説明をいたします。 

 建築住宅課におきましては、歳出の総額が６億４,

８９９万円となっておりまして、これまでの事業に

加えまして新規事業といたしまして、建築物耐震化

促進事業の補助制度を創出をさせていただいてい

るところでございます。 

 また、これまで公募を進めてまいりました川北地

区借り上げ型市営住宅整備事業につきましては、候

補者が決定をし、今後、契約着工、それから来年度

入居の運びとなってまいります。 

 好評の既存住宅改修環境整備事業につきまして

は、例年規模の予算措置を行っているところでござ

います。 

 危険廃屋解体撤去促進事業につきましても、事業

推進を積極的に進め、環境整備に努めてまいります。 

 公営住宅の指定管理につきましては、これまで本

土の川内地域のみとなっておりましたが、平成２８

年度より本土諸地域にも導入をすることといたし

ました。 

 既存の公営住宅につきましては、公営住宅など長

寿命化修繕計画に基づき、計画的な整備、維持管理

を進めてまいります。 

 詳細につきましては、課長のほうから説明があり

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

○委員長（宮里兼実）次に、当局に補足説明を求

めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）議案第７０号平成

２８年度薩摩川内市一般会計予算について説明い

たします。 

 まず、歳出予算について説明をさせていただきま

す。 

 予算調書の２１３ページをお開きください。 

 上段の建築指導費は建築物耐震改修、既存住宅改
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修及び危険廃屋解体撤去の補助事業や建築確認業

務に係る経費でございます。 

 事業費は７,４９９万９,０００円です。 

 主な経費は、建築物耐震改修促進計画業務委託料

や平成２４年度から実施しております既存住宅の

リフォーム改修に対する、既存住宅改修環境整備事

業補助金や、平成２６年度から実施しております危

険廃屋の解体費用に対する危険廃屋解体撤去促進

補助金、また不特定多数の者が利用する３階建て以

上、かつ５,０００平米以上の大規模建築物の耐震

改修を行う場合に補助します建築物耐震化促進補

助金等でございます。 

 続きまして、下段の住宅管理費は、市営住宅の維

持管理補修等に要する経費で、事業費が４億３,５

２８万６,０００円です。 

 主な経費は、川内地域及び来年度から行いますけ

ど、本土４支所分の市営住宅の指定管理料となりま

す。 

 市営住宅管理代行委託料、あるいは市営住宅の入

居前の内装改修工事やシルバーハウジング等の緊

急通報システム取り替え工事などの経費となりま

す内部改修工事等。また川北地区借り上げ型市営住

宅整備事業補助金は、民間事業者が建設する借り上

げ型市営住宅の共用部分、エレベーターや廊下など、

あるいは、駐車場などの建設費に対する補助金であ

ります。 

 事業の内容につきましては、後ほど所管事務調査

で説明をさせていただきます。 

 次の２１４ページをお願いいたします。 

 上段の公営住宅ストック総合改善事業費は、既存

の耐火構造、鉄筋コンクリート造の共同住宅を中心

に、より長く使用できるよう施設の外壁や屋上の防

水、階段室周りを中心とした共用部分を改善するた

めの経費でございまして、事業費は１億１,９３２

万７,０００円でございます。 

 その内訳は、宮下住宅などの共用部分改善工事設

計業務委託料や、宮里城住宅などの共用部分改善工

事等が主なものでございます。 

 下段の危険住宅移転促進費の事業費は１,９３８

万１,０００円で、がけ地に近接する危険住宅の移

転費用を補助するための計上であります。 

 内訳は、建物除却が３件、建設が３件、土地取得

が１件、土地造成が２件の予定でございます。 

 続きまして、歳入予算について説明させていただ

きますので、戻っていただきまして、予算調書の６

１ページをお願いいたします。 

 １４款１項６目使用料の予算額は４億５,４０９

万７,０００円で、その内訳は市営住宅の使用料が

主なものでございます。 

 １５款２項６目国庫補助金中、土木費補助金の予

算額は、８,６６２万５,０００円で、主なものは該

当する市営住宅周辺の民間借家の家賃と低所得者

向けに軽減している市営住宅家賃の差額分に該当

する額の２分の１を国が負担をする公的賃貸住宅

家賃対策調整補助金や次のページ６２ページにな

ります。 

 ストック総合改善事業補助金、それと川北地区借

り上げ型市営住宅建設費のうち共用部分に対する

国からの交付金、公営住宅等整備事業補助金が主な

ものでございます。 

 １６款２項６目県補助金中、土木費補助金の予算

額は、６９８万４,０００円で、建築物耐震化促進

事業補助金や、危険住宅移転促進事業補助金が主な

ものでございます。 

 ２１款３項１目貸付金元利収入の予算額は、１,

０４６万４,０００円で、住宅資金貸付金元利収入

の現年分と過年度分でございます。 

 同款５項４目雑入の予算額は、２,１０１万９,

０００円で、市営住宅退去時畳等補修費実費徴収金

が主なものでございます。 

 続きまして、債務負担行為について説明をさせて

いただきます。 

 平成２８年度薩摩川内市一般会計予算書の１０

ページをお願いいたします。 

 建築住宅課分は、下から２段、建築物耐震化促進

補助と、借り上げ型地域振興住宅事業になります。 

 この建築物耐震化促進補助は、平成２９年度から

平成３０年度までの２カ年間で、限度額は６,２６

２万９,０００円です。 

 これは、大規模建築物の耐震改修工事が複数年に

わたるため、債務負担行為をお願いするものでござ

います。 

 また、借り上げ型地域振興住宅整備事業は、平成

２９年度から、平成４３年度までの１５年間で、限

度額は４,９５０万１,０００円です。 

 平成２８年度に募集を予定しております２地区

４戸分の平成４３年度までの借り上げ料を措置す

るものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 
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○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。 

○委員（新原春二）２件だけお知らせください。 

 既存住宅改修環境整備事業、非常に平成２４年度

から市民的には非常に喜ばれておりまして、分野的

にはかなり大きな分野で、市民の潤いができている

というふうに思います。 

 ことし５,０００万ほど計上されてますが、これ

計画的には何件ぐらいで、５,０００万くらいにな

るんですかね。 

 それが１件と、もう一つは、川北にこれまた説明

があるんでしょうけども、住宅の整備補助金が６,

０００万分出てますよね。 

 これは、さっき言われたように共用部分の負担を

していくんだっていうことですけれども、これは最

初建設当時の負担金だけで、あとランニングコスト

ができてからの共用部分の補助金というのはある

のか、ないのか、そこ辺を教えてください。 

○建築住宅課長（福島和朗）まず１点目の既存

住宅改修環境整備事業の関係なんですけど、一応限

度額が２０万円ということで、２５０件を予定をし

ておりますけれども。これまでの実績から言います

と、１件当たり平均しますと約１６万から１７万円

ぐらいになりますので、最終的には３００件近くい

くのかなというふうには考えておりますけれども、

予算上は２５０件ということでございます。 

 それと２点目の、借り上げ住宅の建設に関する共

用部分の補助金なんですけど、これは建設当時の共

用部分、エレベーターであったり、廊下であったり、

そういう共用部分の建設費に対する補助金という

ことになります。 

 詳しくはちょっと担当主幹のほうに説明をさせ

ていただきますけれども、その共用部分の建設費の

当時の共用部分ということで、将来的なそういうラ

ンニングコスト的なことは入ってございません。 

 補助率とか、それにつきましてはちょっとまた主

幹のほうから説明をさせていただきたいと思いま

す。 

○主幹兼建築グループ長（藤井孝彦）共用部分

といいますのが、エレベーターの建設費、そして共

用廊下そこの個人の使用する以外の部分について

の工事費を算定いたしましてその２分の１を補助

するというものでございます。 

 それと、駐車場整備につきましてですが、これも

入居者の個数分につきましてですが、その個数分の

駐車場整備費の２分の１を補助するというもので

ございます。 

 以上です。 

○委員（新原春二）よくわかりました。 

 県営住宅の改修関係につきましては、ぜひより多

くの皆さんに波及するようにお願いします。 

 その場合に、今年度の受付のスケジュール、そう

いうのがわかってたら若干お知らせいただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

○建築住宅課長（福島和朗）今年度につきまし

ては、毎年度なんですけども、５月の連休明けの火

曜日ぐらいから１週間程度ということで考えてお

りますので、よろしく願いたいと思います。 

○委員（谷津由尚）２１３ページの建築物実態調

査委員４名の方なんですけど、この方々へは、必要

があるときだけをこの実態調査をしていただくと

いうような形なんでしょうか。 

○建築住宅課長（福島和朗）建築物実態調査に

つきましては、毎年、国のほうから県を通じて調査

の業務が来るんですけれども、実際やるのは市の職

員が時間外、あるいは休日を利用して調査する事業

でございます。 

 住宅統計調査とか、そういう関係の国の将来的な

住宅の建設の計画とか、そういうのの参考資料とし

て毎年実施している事業でございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷津由尚）済みません。ちょっとわから

んかったです。 

 市の職員の方ですか。 

○建築住宅課長（福島和朗）市の職員が実施し

ているということでございます。 

 これは、時間外あるいは休日等を利用して、実施

するものですから、その経費が必要になってくると

いうことでございます。 

 以上でございます。 

○委員（谷津由尚）ということは、ここには経費

の主な内容ということで書いてあるんですが、これ

は、人件費はもうほかのところで一括で出されてる

という。ここにはその４名の方の人件費はないとい

う理解でよろしいんですね。 

○建築住宅課長（福島和朗）済みません。主幹

のほうに答弁をさせてもらいます。 

○主幹兼建築指導グループ長（大園厚彦）建築

物実態調査っていうのは、県から委託金をいただき
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まして、その委託金をもとに市の職員が各４校区ほ

どいつも割り当てがありますけど。１校区ずつ調査

をしまして、県に実績報告を上げて、それぞれ職員

に報酬とし、支払っているものであります。以上で

す。 

 つけ加えます。市の職員に委嘱をしまして、その

委嘱された市の職員が４名、それぞれ調査するって

いうことになります。 

 以上です。 

○委員（谷津由尚）８款１項２目のところの節の

内容のところの報酬とか、報償費とか、いろいろあ

るんですけど、ここにはこの４名の方の職員の方に

対する報酬額も全部記載されているという認識で

よろしいんですね。 

○主幹兼建築指導グループ長（大園厚彦）はい、

そうです。 

○委員（大田黒 博）先ほどの新原委員の２０万

の上限の２５０件。もしあふれたときは補選ですか、

抽選ですか、どっちでしたっけ。 

○建築住宅課長（福島和朗）抽選で申込期間中

の間に受付をしまして、予算がオーバーをしますと、

抽選でということで今のところは考えております。 

 以上です。 

○委員（大田黒 博）わかりました。３年目ぐら

いになるんですかね、この事業が。皆さん期待され

て、「まだ、あっとか」という確認もありましたけ

ど。抽選っちゅうのに少しあふれたときに、また年

次ごとの繰り越してもらって、またこんなして予算

を出していただくっていうことは、市民の求めてい

るものかなと思っておりますから。やっぱり抽選っ

ちゅうのは、皆さん少し毛嫌いされるのかなと思っ

ておりましたけど。また、こうして継続していただ

ければいいのかなと思っております。 

 それと、この借り上げ住宅、この川北が出ており

ますけれども、地方を含めて、旧４町含めて、この

借り上げ住宅の利用度といいますか、やはり要望が

多いのか、借り上げて今ずっと経緯をしております

１５年のですね。そうしたときにまだ要望的なもの

があるのか、どっかで過去一線を引かれるのか、そ

ういうものが少しシミュレーションとして年次ご

とのものをどう考えているのか教えてください。 

○建築住宅課長（福島和朗）借り上げ型住宅に

つきましては、今、地域振興住宅、周辺部につくる

建物と、中心市街地につくる、今回川北地区につき

ましては、平成２４に供用開始しました横馬場住宅

をつくりましたけれど、その第２段ということで考

えております。 

 それと、地域で地域振興住宅につきましては、こ

れまで１１カ所２戸ずつつくっておりまして、２２

戸、今現在、寄田地区をつくっておりますけども、

完成すれば１１カ所で２２戸でございます。 

 平成２７年度、今年度も終わりますけれども、公

営住宅の長寿命化計画を策定、見直しておりますけ

れども、その中で４８地区コミのアンケートをとり

まして、この地域振興住宅を希望するところ、手を

挙げていただきました。１３地区ほどございまして、

その地区コミに出向きまして、いろいろお話を聞い

たり、場所がありますかとか、つくった場合に入居

者の確保ができますかとか、そういう感じの聞き取

りを行っておりまして。それを今後、平成２８年度

から順次つくっていこうということでございます

ので、今回も平成２８年度２地区４戸お願いをして

おりますけども、大体、２地区ぐらいずつ今後５年、

６年かけて計画をしていこうというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○委員（川畑善照）今の関連でしょうけれども、

この債務負担行為が平成２９年度ころの引き渡し

からでしょうけど、平成４３年、１５年ですよね。

１５年間を横馬場の借り上げ型住宅も１５年かと

いうことと。それから１５年したら持ち主に返され

て住宅の価格、借り上げ料ですよ、それはもう自分

のもんだから地域にあって価格を変えていいのか、

そういうところはいかがなんですか。ちょっと確認

のために、お知らせください。 

○建築住宅課長（福島和朗）まず１点目の横馬

場住宅につきましては、２０年間です。今回の川北

につきましても２０年間です。 

 鉄筋コンクリート造の大規模建築というのもあ

りまして、建設費も結構ボリュームがありますので、

２０年間です。 

 それと、地域振興住宅につきましては、１５年間、

これは木造っていうことで１５年間でということ

で考えております。 

 ２点目の１５年後の関係なんですけども、一応、

契約上は事業者と一応、契約の延長はしないと。一

応そこで終わりですよと、お返ししますよというこ

とに基本的になっております。 

 事業者のほうがそのまま民間の借家として利用

されたり、あるいは、もうこの際売ろうとか、そう
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いうことも現実的には考えられるのかなと思いま

す。 

 以上でございます。 

○委員（川畑善照）わかりました。フリーという

ことですね。自由ということですね。 

○委員長（宮里兼実）いいですか。質疑は尽きた

と認めます。 

 ここで、議案第７０号の審査を一時中止します。 

────────────── 

△所管事務調査 

○委員長（宮里兼実）次に、所管事務調査を行い

ます。 

 当局に説明を求めます。 

○建築住宅課長（福島和朗）それでは、建設水

道委員会資料の１ページをお願いいたします。 

 川北地区借り上げ型市営住宅整備事業について

説明をさせていただきます。 

 まず、事業概要ですが、公営住宅法に基づき、川

北地区、大小路町、大王町、花木町、若葉町などの

区域に、市営住宅として貸し出すため住宅を民間事

業者に建設してもらい、それを市が２０年間一括借

り上げて市営住宅として市民の方々に貸し出す事

業であります。 

 平成２４年度、先ほど言いましたけれども、供用

を開始した向田地区の横馬場住宅に続く第２段の

事業でございます。 

 事業者は山元美穂子氏で、住所が陽成町、会社役

員です。 

 建設予定地は、若葉町６８番ほか５筆で、構造が

鉄筋コンクリート造５階建て、戸数は４０戸でござ

います。 

 建設予定地は中パ通りの、この位置図の黒く塗ら

れたところでございます。 

 これまでの主な経緯ですが、事業者への募集案内

を昨年７月３日から、市のホームページ、市広報紙

で行い、事業者への募集説明会も行っております。 

 事業者からの申請書の受付を昨年１０月１日か

ら２０日まで行い、おかげさまで３社の方に申請を

していただきました。 

 昨年１２月に第１回事業者選定委員会を、ことし

１月に第２回事業者選定委員会を開催し、税理士さ

んなど、２名の外部委員を含む１１名の委員の方々

に審査をしていただき、上記事業者を候補者として

選定していただきました。 

 その後、庁内の事務手続を終え、２月末に事業者

として正式決定し、事業者にその旨を先日報告させ

ていただいたところであります。 

 今後のスケジュールですが、事業者に実施設計を

していただき、建築確認の手続を行っていただきま

す。 

 ４月になりまして、国に交付金の申請を行い、交

付決定後、事業者と賃貸借に関する協定の締結を行

います。 

 ７月ごろ工事着手し、来年３月ごろ住宅が完成す

る予定でございます。 

 その後、条例改正等を行いまして、来年９月に入

居開始となる予定でございます。 

 以上で報告を終わります。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（宮里兼実）ただいま当局の説明があり

ましたが、これより質疑に入ります。御質疑願いま

す。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）質疑はないと認めます。 

 以上で建築住宅課を終わります。 

 ここで、転出者の挨拶がございます。ここで休憩

します。 

          ～～～～～～～～ 

          午後３時３分休憩 

          ～～～～～～～～ 

          午後３時６分開議 

          ～～～～～～～～ 

○委員長（宮里兼実）それでは、休憩前に引き続

き会議を開きます。 

────────────── 

△延  会 

○委員長（宮里兼実）本日の委員会はこれで延会

したいと思いますが、御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○委員長（宮里兼実）御異議なしと認めます。 

 よって、本日の委員会はこれで延会いたします。 

 次の委員会は明後日、１６日の午前１０時から第

３委員会室で開会します。 

 御苦労さまでした。 
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